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烈
祖
成
績
巻
之
二

永

禄

六

年
（

一

五

六

三

）

至

十

二

年
（

一

五

六

九

）

永
禄
六
年
癸
亥
春
、
織
田
信
長
、
神
祖
と
約
し
、
女

む
す
め

を
以
て
世
子
竹
千
代
に
妻 め

あ

は
す
。
年

譜

・

家

忠

日

記

・

松

栄

紀

事

五
月
、
神
祖
、
郊
外
に
放
鷹 よ

う

し
深
溝
城
に
抵 い

た

る
。
城
主
松
平
伊
忠
、
之
を

享
き
ょ
う

す
（

も

て

な

す

）
。
神

祖
、
蒼
鷹
を
伊
忠
に
賜
ひ
て
曰
は
く
「
長
沢
、
敵
と
境
相
接
し
最
も
要
害
の
地
た
り
。
武
田
信

玄
の

屢
し
ば
し
ば

覬
覦

き

ゆ

す
る
（

様

子

を

う

か

が

う

）

所
な
り
。
彼
の
城
を
守
る
者
汝
に
過
ぐ
る
無
し
（

汝

以

上

の

者

は

い

な

い

）
。
吾
の
為
に
往
き
之
を
守
れ
」
と
。
伊
忠
之
を

辱
か
た
じ
け

な
し
と
拝
命
す
。

六
月
、
長
沢
城
に
移
り
之
を
守
る
。
信
玄
、
出
兵
す
る
能
は
ず
。
神
祖
、
書
を
賜
ひ
之
を
褒
め

采
邑
を
増
す
。
家

忠

日

記

・

鵞

峯

文

集

・

本

光

寺

碑

・

松

栄

紀

事

七
月
、
神
祖
、
吉
田
城
を
攻
め
ん
が
為
に
寨 さ

い

を
小

阪
（
坂
）

井
・
牛
窪
に
築
き
、
親

み
ず
か

ら
之
を
按
行
す
（

し

ら

べ

る

）
。
城
主
小
原

褒
（
資
カ
）

良
、
出
兵
し
小

阪
（
坂
）

井
に
陣
す
。
渡
辺
守
綱
・
蜂
屋
半
之
丞
、
槍
を
揮
ひ
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刀
戦
す
。
松
山
宮
内
鳥
銃
を
放
ち
之
を
攻
む
。
守
綱
創 き

ず

せ
ら
れ
、
我
兵
疲
れ
頓 と

ど

ま
る
。
平
岩
親

吉
、
兵
を
率
ゐ
来
援
す
。
敵
兵
敗
走
し
城
に
入
る
。
年

譜

・

創

業

記

・

家

忠

日

記

・

松

栄

紀

事

参
河
に
浄
土

真
宗
の
寺
三
つ
有
り
。
曰
は
く
佐
崎
上
宮
寺
、
曰
は
く
針
崎
正
満

（
勝
鬘
）

寺
、
曰
は
く
野
寺
本
證
寺
な

り
。
無
知
の
士
庶
、
其
の
法
を
崇
め
奉
り
根
拠
盤
結
（

複

雑

で

処

置

し

に

く

い

）
。
時
に
神
祖
、
塞
を
佐

崎
に
築
く
。

頗
す
こ
ぶ

る
糧
食
に
乏
し
。

九
月
、
酒
井
正
親
、
菅
沼
藤
十
郎
定
顕
後

称

越

後

守

を
し
て
糧
を
上
宮
寺
に
借
せ
し
む
。
住
持
の
僧
、

其
の
求
に
応
ぜ
ず
。
発
言
（
無
）
礼
に
し
て
定
顕
怒
り
糧
を
奪
ひ
て
還
る
。
僧
徒
憤
恚

ふ

ん

い

（

い

き

ど

お

る

）

し
一
宗
の
僧
上
宮
寺
に
会
す
。
甲
を
擐ぬ

き
兵
を
提
げ
（

よ

ろ

い

か

ぶ

と

を

身

に

着

け

武

器

を

持

つ

）

定
顕

の
家
に
入
り
糧
を
取
り
寺
に
還
る
。
定
顕
、
正
親
に
訴
ふ
。
神
祖
之
を
聞
き
怒
り
、
正
親
に
命

じ

首
か
し
ら

の
悪
僧
を
捕
へ
之
を
斬
る
。
僧
徒
益
憤

ま
す
ま
す

る
。

十
月
、
国
中
の
檀
越
に
勧
め
兵
甲
を
聚 あ

つ

む
。
潜
か
に
今
川
氏
眞
に
通
ず
る
者
を
誘
ひ
乱
を
作
す
。

譜
第
の
士
、
其
の
門
徒
多
く
皆
之
に
党 く

み

す
。
帰

依

一

向

宗

者

俗

謂

之

門

徒

僧
徒
牌 は

い

（

看

板

）

を
書
き
之
に
授
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け
て
曰
は
く
「
進
む
は
極
楽
世
界
に
往
生
す
る
に
足
り
、
退
く
は
無
間
地
獄
に
堕
落
す
る
に
足

る
」
と
。
是
に
由
り
其
の
志
弥
堅
し
。
吉
良
義
諦
、
東
條
を
以
て
叛
す
。
荒
川
頼
持
、
姻
親
を

顧
み
ず
し
て
義
諦
に
党
す
。
松
平
家
次
、
頼
持
と

比
し
た
し

む
。
桜
井
を
以
て
叛
す
。
松
平
七
郎
親
光

故

岡

崎

城

主

左

衛

門

尉

昌

安

子

大
草
を
以
て
叛
す
。
酒
井
忠
賀
、
素 も

と

叛
心
有
り
。
以
為

お
も
え
ら

く
時
を
得
た
り
と
。

上
野
城
に
拠
り
、
鳥
居
四
郎
左
衛
門
・
芝
山
小
兵
衛
定
好
・
本
多
弥
八
郎
正
信
等
十
余
人
を
誘

ひ
叛
す
。
正

信

佐

渡

俊

正

子

、

後

称

佐

渡

守

、

為

執

政

九

老

蜂
屋
半
之
丞
・
久
世
平
四
郎
長
宣

平

太

夫

廣

長

第

二

子

、

徳

川

記

又

書

久

世

三

四

郎

。

拠

諸

士

伝

略

、

三

四

郎

廣

宣

、

長

宣

子

。

汝

時

尚

幼

。

徳

川

記

誤

矣

・
筧
正
重
・
渡
辺
八
郎

五
郎
義
綱
清

兵

衛

有

綱

第

二

子

・
渡
辺
源
五
左
衛
門
高
綱

二

郎

四

郎

氏

綱

子

其
の
子
守
綱
等
八
十
余
人
正

満
寺
に
拠
る
。
大
津
半
左
衛
門
・
犬
塚
甚
左
衛
門
等
及
び
吉
良
近
邑
橋
人
（

の

ぼ

せ

あ

が

り

者

）

本
證

寺
に
拠
る
。
大
田
善
大
夫
吉
正

正

或

作

政

・
矢
田
作
十
郎
・
戸
田
三
郎
右
衛
門
忠
次
等
十
余
人

忠

次

左

近

政

光

之

孫

、

荘

左

衛

門

光

忠

子

上
宮
寺
に
拠
る
。
土
呂
寺
亦
其
の
宗
門
た
り
。
大
橋
傳
十
郎
・
佐
馳

甚
兵
衛
等
七
十
余
人
寺
に
拠
り
乱
を
作
す
。
無
慮
数
百
人
、
宗
族
勲
旧
悉
く
邪
徒
に
党
す
。
寇
賊

こ
う
ぞ
く
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蟻
聚

ぎ
し
ゅ
う

糜 び

爛 ら
ん

鼎 て
い

沸 ふ
つ

（

あ

だ

す

る

者

蟻

の

よ

う

に

多

く

集

ま

り

騒

ぎ

乱

れ

る

）
。
土
呂
・
針
崎
、
岡
崎
の
南
に
在
り
。

岡
崎
を
距
つ
る
こ
と
甚
だ
近
し
。
野
寺
・
佐
崎
・
桜
井
、
岡
崎
を
距
つ
る
こ
と
一
里
余
に
し
て
、

上
野
城
其
の
西
北
に
在
り
。
上
和
田
は
岡
崎
を
去
る
こ
と
半
里

可
ば
か
り

。
賊
の
出
兵
す
る
に
及
び
必

ず

逓
か
わ
り

て
烽
を
挙
ぐ
。
神
祖
、
烽
起
を
見
る
毎
に
即
ち
諸
城
を
馳
せ
救
ふ
。
賊
其
の
来
る
を
見

懼
お
そ
れ

伏
し
寺
に
入
る
。
酒
井
正
親
、
西
尾
城
を
守
り
野
寺
及
び
荒
川
頼
持
の
兵
と
戦
ふ
。
酒
井
忠
次
、

寨
を
築
き
上
野
賊
の
往
来
の
路
を
塞
ぐ
。
松
平
伊
忠
、
深
溝
城
を
守
る
。
按

ず

る

に

、

是

に

先

ん

じ

伊

忠

移

り

長

沢

に

在

り

。

蓋

し

乱

を

閉

し

還

り

本

城

を

守

る

な

り

本
多
廣
孝
、
土
井
城
を
守
り
、
土
呂
・
針
崎
の
賊
と

戦
ふ
。
松
平
清
善
徳

川

記

作

玄

蕃

允

家

清

。

松

栄

紀

事

作

玄

蕃

允

清

宗

。

按

に

、

家

清

、

清

善

の

孫

、

清

宗

、

清

善

の

子

な

り

。

今

家

忠

日

記

に

従

ふ

竹
谷
城
を
守
り
、
松
平
紀
伊
守
家
忠
紀

伊

守

家

廣

子

、

初

称

又

七

郎

形
原
城
を
守
る
。

松
平
信
一
、
藤
井
城
を
守
る
。
松
平
左
馬
介
親
俊
松

栄

紀

事

作

右

京

亮

、

拠

福

釜

松

平

系

図

右

京

亮

親

俊

、

父

親

次

也

。

徳

川

記

作

右

京

亮

康

親

。

康

親

、

親

俊

子

也

。

亦

称

右

京

亮

。

福

釜

系

図

親

俊

下

載

撃

野

寺

・

針

崎

之

賊

戦

功

。

今

拠

之

定

為

左

馬

助

親

俊

福
釜
城
を
守
り
野
寺
・
桜
井
の
賊
と
戦
ふ
。
石
川
家
成
・
其
姪
數
正
・
本
多
忠
眞
・
其

姪
（
お
い
）
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忠
勝
・
植
村
家
政
・
植
村
正
勝
・
内
藤
弥
次
右
衛
門
家
長
及
び
弟
三
左
衛
門
信
成
家

長

、

弥

次

右

衛

門

清

長

子

。

信

成

、

実

島

田

久

右

衛

門

子

。

清

長

子

養

之

。

後

称

豊

前

守

・
鳥
居
忠
吉
・
松
井
忠
次
・
天
野
康
景
・
柴
田

七
九
郎
康
忠
諸

士

伝

略

曰

は

く

、

康

忠

、

射

を

善

く

し

、

戦

ふ

毎

に

敵

を

射

、

名

を

得

る

。

故

に

其

の

姓

名

を

箭

上

に

鐫う

が

ち

之

を

射

る

こ

と

数

百

。

敵

其

の

芸

に

嘆

じ

、

射

る

所

の

矢

六

十

三

隻

を

拾

ひ

、

死

傷

者

姓

名

を

書

き

我

軍

に

送

る

。

神

祖

、

之

を

褒

め

、

諱

字

を

賜

ひ

六

十

三

三
（

衍

）
字

を

旗

幟

に

書

か

し

め

七

九

郎

と

改

称

す

と

。
六

十

三

の

数

を

表

す

な

り

。
按

ず

る

に

、
伝

略

、
家

伝

の

説

を

載の

す

る

こ

と

、

此

の

如

し

。

然

れ

ど

も

其

の

何

時

何

地

に

戦

ふ

所

か

を

如

（

知

カ

、

欄

外

に

「

如

疑

知

」
）

ら

ず

・
平
岩
親
吉
・
筧
重

忠
・
八
国
府
甚
六
・
林
藤
助
等
一
百
余
人

按

ず

る

に

、

家

忠

日

記

・

徳

川

記

・

徳

川

歴

代

・

松

栄

紀

事

等

の

書

、

諸

寺

叛

徒

及

び

岡

崎

に

在

る

効

忠

諸

士

の

姓

名

を

詳

載

す

。

今

一

一

は

挙

げ

ざ

る

な

り

岡
崎
に
在
り
。
志
操
益
堅
く
し
て
日

に
賊
兵
と
戦
ふ
。
大
久
保
忠
勝
、
其
の
族
三
十
六
人
と
堡
を
上
和
田
に
築
き
土
呂
・
針
崎
の
賊

と
戦
ふ
。
松
平
三
蔵

松

栄

紀

事

松

平

作

松

井

。
按

ず

る

に

、
此

の

時

松

井

三

蔵

は

無

し

。
本

書

十

二

年

、
両

旗

頭

を

定

む

る

条

、

西

参

河

に

松

平

三

蔵

有

り

。
今

此

に

拠

り

之

を

訂

す

。
徳

川

歴

代

、
松

平

三

左

衛

門

忠

倫

の

弟

、
三

蔵

忠

就

有

り

。
然

れ

ど

も

賊

に

党

す

。

乱

平

ら

ぎ

、

肥

後

に

流

寓

す

。

此

と

自

異

寨
を
築
き
佐
崎
の
賊
を
禦 ふ

せ

ぐ
。
小
栗
大
六
、
其
の
宗
族
と
筒
針
の
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寨
を
守
り

数
し
ば
し
ば

賊
と
戦
ふ
。
土
呂
・
針
崎
、
岡
崎
と
相
近
し
と
雖
へ
ど
も
上
和
田
堡
其
の
中
間
に

在
り
。
故
に
賊
岡
崎
を
犯
す
る
能
は
ず
。
家

忠

日

記

・

松

栄

紀

事

並

云

、
大

久

保

忠

俊

、
築

堡

上

和

田

。
徳

川

歴

代

曰

、

忠

勝

居

宅

在

上

和

田

。

一

説

為

忠

俊

居

宅

非

也

。

今

従

之

賊
の
至
る
毎
に
忠
勝
海
螺
を
鳴
ら
す
。
神
祖
、
之
を
聞

き
亦
之
を
馳
せ
救
ふ
。
賊
懼
れ
て
退
く
。
三

河

物

語
・
代

代

記
・
徳

川

記

是
に
先
ん
じ
成
瀬
藤
蔵
正
義

藤

左

衛

門

正

頼

子

。

正

頼

母

（

マ

マ

）
、

林

藤

助

・

八

国

府

甚

六

等

合

謀

納

廣

忠

公

於

岡

崎

城

六

人

之

一

也

僚
友
と
忿
争
し
之
を

撃
ち
殺
す
。
罪
を
懼
れ
遠
州
に
逃
ぐ
。
是
に
至
り
乱
を
聞
き
、
妻
子
を

挈
た
ず
さ

へ
岡
崎
に
来
帰
す
。

其
の
罪
を
赦
さ
れ
ん
こ
と
を
請
ふ
。
神
祖
、
其
の
志
を
嘉
び
之
を
宥 ゆ

る

す
。
正
義
戦
ふ
毎
に
群
を
挺 ぬ

く
。
成

瀬

系

図

夏
目
二
郎
左
衛
門
吉
信

九

郎

左

衛

門

吉

久

子

・
大

沢
（
津
）

半
左
衛
門
・
乙
部
八
兵
衛
、
野
羽

の
故
塁
に
拠
り
賊
に
党 く

み

し
邑
里
を
鈔
掠
す
。
按

ず

る

に

、

上

文

、

大

津

半

左

衛

門

、

本

證

寺

に

拠

る

。
（

蓋

し

ヵ

）

其

後

憂
（
夏
）

目

吉

信

に

党

し

野

羽

の

故

塁

に

拠

る

な

り

松
平
伊
忠

屢
し
ば
し
ば

之
を
攻
め
利
有
り
と
雖
へ
ど
も
敵
兵
固
く
守

り
屈
せ
ず
。
八
兵
衛

竊
ひ
そ
か

に
納
款

の
う
か
ん

（

内

通

）

し
伊
忠
の
兵
を
導
き
城
に
入
る
。
故
に
城
兵
拒 ふ

せ

ぐ
を
得

ず
。
半
左
衛
門
僅
か
に
脱
し
針
崎
に
入
る
。
伊
忠
之
を
急
攻
す
。
吉
信
、
窘 き

ん

迫
し
（

逃

げ

場

を

失

い

）
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倉
庫
に
匿 か

く

る
。
之
を
就
獲
し
、
伊
忠
使
を
岡
崎
に
馳
せ
、
野
羽
の
故
塁
を
陥
し
城
将
夏
目
吉
信

を
擒 と

ら

ふ
る
の
状
を
上
ぐ
。
神
祖
、

報
か
え
し

（

返

事

）

し
て
曰
は
く
、
吉
信
は
参
州
の
豪
士
な
り
と
。
伊

忠
、
不
日

ひ
な
ら
ず

し
て
塁
を
抜
き
将
を
擒
ふ
。
其
の
功
偉
な
る
か
な
。
初
め
八
兵
衛
、
吉
信
と
睦
を
交

は
す
。
故
に
之
に
党
す
。
是
に
至
り
伊
忠
に
謂
ひ
て
曰
は
く
「
吾
野
羽
の
故
塁
の
守
り
難
き
を

知
る
。
吉
信
の
命
を
講
（

話

し

合

う

）

せ
ん
が
為
に
帰
降
し
之
を
生
か
す
を
願
ふ
」
と
。
伊
忠
、
其

の
志
に
感
じ
吉
信
及
び
八
兵
衛
を
講
釈
す
。
神
祖
、
之
を
聴
き
二
人
を
伊
忠
に
賜
ふ
。
家

忠

日

記

・

徳

川

歴

代

・

松

栄

紀

事

本
多
廣
孝
守
る
所
の
土
井
城
は

子
（
于
カ
）

敵
境
に
介
す
（

は

さ

ま

る

）
。
争
戦
累
日
。
又

東
條
城
を
攻
め
功
有
り
。
神
祖
、
書
を
賜
ひ
之
を
褒
む
。
廣
孝
、
浄
土
真
宗
に
非
ざ
る
を
以
て

敵
に
党
す
る
の

嫌
う
た
が
い

無
し
。
然
る
に
当
に
是
の
時
、
其
の
宗
門
に
非
ざ
る
者
も
亦
間
に
乗
じ
釁 す

き

を

伺
ひ
、
多
く
寇
讐
を
為
す
。
故
に
廣
孝
、
長
子
彦
二
郎
を
岡
崎
に

差
つ
か
わ

し
其
の
無
弐
を
輸 つ

く

す
。
神

祖
、
之
を
嘉
び
名
を
彦
二
郎
に
賜
ひ
康
重
と
曰
ふ
。
松

栄

紀

事

、

康

重

襲

称

豊

後

守

戸
田
忠
次
、
賊
に
党

し
野
寺
に
在
り
。
諸

書

上

文

並

云

、

戸

田

光

次

拠

上

宮

寺

。

並

此

時

叛

乱

無

常

出

此

入

彼

自

佐

崎

本

野

寺

也

神
祖
、
佼
（

懐
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柔

す

る

人

）

を
遣
し
諭
し
て
曰
は
く
「
汝
彼 か

の
宗
門
に
非
ず
。
盍 な

ん

ぞ
蚤 つ

と

に
帰
順
せ
ざ
る
」
と
。
忠
次
、

即
ち
野
寺
の
外
郭
に
放
火
し
て
岡
崎
に
来
た
り
て
神
祖
に
告
げ
て
曰
は
く
「
臣
、
野
寺
の
形
勢

を
知
る
。
願
は
く
は
兵
を
発
し
之
を
撃
て
。
臣
請
ふ
、
先
登
た
ら
ん
」
と
。
神
祖
、
酒
井
忠
次

と
戸
田
忠
次
と
を
し
て
野
寺
を
襲
は
し
む
。
賊
、
之
を
聞
き
城
門
を
改
修
し
我
兵
を
し
て
錯
誤

せ
し
む
。
戸
田
忠
次
之
を
覚
ら
ず
、
夜
城
門
に
抵 い

た

り
吾
兵
を
導
か
ん
と
欲
し
迷
ひ
て
入
る
を
得

ず
。
酒
井
忠
次
怒
り
帰
ら
ん
と
欲
す
。
戸
田
忠
次
、
更
に
之
を
道
び
き
後
門
よ
り
入
る
。
第
一

柵
を
攻
め
破
り
進
攻
す
。
第
一
柵
の
城
兵
、
戸
田
忠
次
の
声
を
知
る
。
銃
を
発
し
其
の
首
鎧
に
中 あ

た

り
、
忠
次
仆 た

お

る
。
酒
井
忠
次
、
兵
を
引
き
て
還
る
。
戸
田
忠
次
、
亦
死
に
至
ら
ず
。
神
祖
、
之

を
褒
め
短
刀
を
賜
ふ
。
家

忠

日

記

・

松

栄

紀

事

松
平
信
一
、
土
呂
・
針
崎
の
賊
と
闘
ふ
。
鳥
銃
左
股
に

中
り
て
仆
る
。
敵
大
訇こ

う

（

大

声

で

わ

め

く

）

自
誇 こ

す
。
信
一

忽
た
ち
ま

ち
起
ち
叱
り
て
曰
は
く
「
汝
何
を
為
さ

ん
や
。
我
豈
に
汝
が
為
に
容
易
に
死
な
ん
や
」
と
。
敵
、
懼
れ
て
退
く
。
神
祖
、
其
の
勇
敢
を
歎 た

ん

ず
。
藤

井

松

平

家

譜

・

鵞

峯

文

集

・

藤

井

家

記

功

碑

・

松

栄

紀

事

石
川
家
成
・

箇
（
筒
）

井
与
右
衛
門
、
其
の
宗
門
た
り
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と
雖
へ
ど
も
僧
徒
に
与 く

み

せ
ず
忠
を
尽
く
し
力
戦
す
。
故
に
其
の
宗
族
亦
皆
志
を

悛
あ
ら
た

め
麾
下
に
属

す
。
松

栄

紀

事

水
野
藤
十
郎
忠
重
右

衛

門

大

夫

忠

政

第

六

子

、

後

更

称

總

兵

衛

、

為

和

泉

守

兄
信
元
と
睦
ま
ず
。

鷲
塚
に
避
け
居
る
。
乱
の
起
く
る
を
聞
き
水
野
太
郎
作
・
村
越
又
四
郎
と
岡
崎
に
来
た
り
謁
す
。

神
祖
、
戦
功
を
励
ま
す
。
家

忠

日

記

・

松

栄

紀

事

高
力
清
長
の
采
地
高
力
邑 む

ら

は
土
呂
と
相
接
す
。
賊
其

の
邑
を
寇 せ

め
、
清
長
帰
り
之
を
撃
つ
。
其
の
余
杉
浦
勝
吉
・
倉
橋
宗
三
郎
・
青
山
藤
八
郎
・
本

多
信
俊
・
加
藤
勘
右
衛
門
正
次
・
渥
美
太
郎
兵
衛
友
勝
・
大
岡
忠
右
衛
門
忠
勝

松

栄

紀

事

作

忠

四

郎

。

按

ず

る

に

、

忠

勝

の

子

孫

忠

四

郎

と

称

す

。

而

る

に

忠

勝

、

忠

右

衛

門

と

称

す

。

諸

士

伝

略

曰

は

く

、

忠

勝

、

佐

守

の

賊

と

闘

ひ

福

王

忠

右

衛

門

を

斬

る

。

福

三

（

王

）

勇

兵

な

り

。

神

祖

之

を

褒

む

。

蓋

し

此

時

在

る

な

り

。

今

此

に

拠

り

之

を

訂

す

・
榊
原
忠
政
・
細

井
喜
八
郎
勝
久
等
各
戦
功
有
り
。
松

栄

紀

事

。
諸

士

伝

略

に

拠

れ

ば

勝

久

、
喜

三

郎

勝

明

の

弟
（

第

）
二

子

、
金

兵

衛

と

更か

へ

称

す

。

今
川
氏
眞
の
将
鵜
殿
藤
太
郎
長
照
長

持

子

参
州
上
郷
城
に
拠
り
、
松
平
清
善
、
兵
を

提
ひ
っ
さ

げ

之
を
攻
む
。
松

平

清

善

、

徳

川

歴

代

、

備

後

守

清

宗

と

作

す

。

曰

は

く

鵜

殿

某

の

妻

藤

太

郎

を

生

み

、

出

さ

れ

再

び

清

善

に

嫁

し

清

宗

を

生

む

。
異

父

同

母

兄

弟

に

し

て

藤

太

郎

は

其

の

兄

な

り

。
家

忠

日

記

曰

は

く

、
清

善

と

藤

太

郎

と

異

父

同

母

兄

弟

た

り

。
按

ず

る

に

、
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竹

谷

松

平

系

図

と

家

忠

日

記

と

合

ふ

。
松

栄

紀

事
・

諸

士

伝

略

亦

清

善

と

作

す

。
今

之

に

従

ふ

迭
た
が
い

に
勝
ち
負
け
有
り
。
既
に

し
て
清
善
の
兵
敗
る
。
神
祖
、
出
師
し
之
を
援
く
。
名
取
山
に
屯
し
甲
賀
諜
者
を
し
て
城
を
襲

は
し
む
。
敵
兵
惟 た

だ
擾 さ

わ

ぐ
。
虚
に
乗
じ
之
を
急
攻
す
。
城
兵
支
ふ
る
能
は
ず
。
長
照
及
び
弟
藤

助
戦
死
し
城
遂
に
陥
つ
。
神
祖
、

貳

兵

（
兵
を
戴
き
ヵ
）

岡
崎
に
還
る
。
家

忠

日

記

・

徳

川

歴

代

・

松

栄

紀

事

。

按

ず

る

に

、

四

年

三

月

松

井

忠

次

、

長

照

及

び

弟

藤

三

郎

を

擒

へ

て

世

子

と

質

を

易

ふ

。

藤

助

即

ち

藤

三

郎

か

。

今

考

ず

る

所

無

し

。

是
の
秋
、
神
祖
、
名
を
家
康
と
更
ふ
。
元
康
は
今
川
義
元
の
命 な

づ

く
る
所
な
り
。
今
、
氏
眞
と
絶 た

つ

が
故
に
改
め
為 つ

く

る
。
三

河

物

語

・

徳

川

歴

代

。

按

ず

る

に

、

代

々

記

、

名

を

更

ふ

る

を

以

て

三

年

と

為

す

。

徳

川

記

、

四

年

と

為

す

。

三

遠

平

均

記

・

松

栄

紀

事

、

五

年

の

春

と

為

す

。

徳

川

歴

代

、

五

年

の

冬

と

為

す

。

今

、

年

譜

・

創

業

記

・

徳

川

家

譜

・

家

忠

日

記

に

従

ふ

。

十
一
月
二
十
五
日
、
針
崎
の
賊
、
上
和
田
堡
を
攻
む
。
大
久
保
忠
勝
、
之
を
小
豆
阪
に
迎
へ
撃

つ
。
家

忠

日

記

厚

木

阪

と

作

す

。

徳

川

記

・

徳

川

歴

代

・

松

栄

紀

事

並

び

て

厚

木

阪

と

作

す

。

年

譜

・

三

河

物

語

小

豆

阪

と

作

す

。

按

ず

る

に

、

厚

木

・

小

豆

国

音

相

同

じ

、

字

訛

り

厚

の

字

と

作

す

。

今

、

年

譜

・

三

河

物

語

に

従

ふ

賊
兵
皆
旧 も

と

麾
下
に
属
す
る
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精
鋭
の
士
な
り
。
神
祖
、
兵
を
将
ゐ
之
を
援
く
。
阿
倍
忠
政
、
渡
辺
守
綱
の
腰
を
射
中
つ
。
藤

花
甚
五
郎
・
川
田
彦
十
郎
・
喜
藤
八
大
夫
・
阪
部
又
六
、
皆
忠
政
の
矢
に
中
る
。
渡
辺
源
二
郎
、

忠
政
を
射
る
。
守
綱
、
矢
を
抜
き
槍
を
揮
ひ
大
久
保
与
一
郎
を
擬 は

か

る
（

さ

が

し

ね

ら

う

）
。
与
一
郎
退

き
城
中
に
入
る
。
植
村
家
政
、
蜂
屋
半
之
丞
と
接
戦
す
。
黒
田
半
平

幾
ほ
と
ん

ど
危
し
。
大
久
保
忠
佐

出
で
之
を
救
ふ
。
其
の
余
競
進
す
。
守
綱
・
半
之
丞
引
き
去
る
。
衆
皆
格
闘
す
。
水
野
忠
重
、

半
之
丞
を
追
ひ
、
半
之
丞
、
之
を
顧
み
笑
ふ
。
忠
重
、
決
せ
ん
と
請
ふ
。
半
之
丞
、
槍
を
提
げ

て
進
む
。
其
の
勢
甚
だ
猛
し
。
忠
重
、
躱 か

わ

し
避
く
。
半
之
丞
、
呼
び
て
曰
は
く
「
汝
吾
が
敵
に

非
ざ
る
を
知
る
と
雖
へ
ど
も
、
豈
に
吾
が
刃
を
汚
す
に
足
ら
ん
や
」
と
。
神
祖
、
馬
を
躍
ら
せ

之
に
逼
る
。
半
之
丞
仰
ぎ
見

愕
お
ど
ろ

き
眙み

（

ま

っ

す

ぐ

見

る

）

首
を
俛 ふ

し
（

垂

れ

）

槍
を
収
め
て
去
る
。
松
平

金
助
直
ち
に
前 す

す

み

詒
か
ら
か
い

て
曰
は
く
「
汝
、
盍 な

ん

ぞ
反
闘
せ
ざ
る
」
と
。
半
之
丞
、
揚
言
し
て
曰
は
く

「
吾
累
世
の
主
君
を
畏
る
。
豈
に
汝
を
畏
れ
ん
や
」
と
。
槍
を
揮
ひ
金
助
を
刺
殺
し
将
に
首
を

取
ら
ん
と
す
。
神
祖
、
之
を
大
叱
す
。
半
之
丞
恐
怖
し
て
走
る
。
平
岩
親
吉
、
筧
正
重
と
接
戦
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し
、
正
重
、
親
吉
の
耳
を
射
中
て
将
に
仆
さ
ん
と
す
。
正
重
進
み
之
を
撃
た
ん
と
欲
す
。
神
祖
、

又
之
を
叱
す
。
正
重
亦
懼 お

そ

れ
て
走
る
。

二
十
七
日
、
大
久
保
忠
勝
の
族
、
伊
田
邑
に
屯
し
正
満
寺
の
賊
を
攻
む
。
本
多
正
信
の
弟
三
弥

正
重
、
大
久
保
忠
世
と
互
に
鳥
銃
を
以
て
相
争
ふ
。
忠
世

光
（
マ
マ
）

放
す
。
正
重
傷
つ
き
て
退
く
。
戦

闘
経
日
（

一

日

経

っ

て

）

輟 や

ま
ず
。
賊
徒
相
与 と

も

に
謀
り
て
曰
は
く
「
此
地
に
戦
ひ
終
に
志
を
得
難
し
。

宜
し
く
兵
を
分
け
二
に
為
す
べ
し
。
一
隊
は
大
久
保
の
族
と
戦
ひ
、
一
隊
は
妙
国
寺
に
陣
し
上

和
田
の
帰
路
を

邀
む
か
え
う

た
ん
。
敵
の
引
き
去
る
に
及
び
前
後
夾
撃
す
れ
ば
則
ち
彼
泥
淖

で
い
ど
う

（

ど

ろ

ぬ

ま

）

に
陥
ち
一
夫
と
し
て
脱
す
る
を
得
ず
。
此
必
ず
之
を
破
る
策
な
り
」
と
。
議
既
に
定
ま
る
。
蜂

屋
半
之
丞
、
大
久
保
忠
俊
の
女
婿
な
り
。
其
の
金
軍
の
覆
没
（

ひ

ど

く

負

け

る

）

せ
ん
こ
と
を
憫
み
、

故
無
く
馬
を
妙
国
寺
辺
に
盤 ま

わ

し
（

丸

く

円

を

え

が

く

）

往
き
て
復
た
反
る
。
忠
勝
、
其
の
意
を
悟
り
兵

を
引
き
上
和
田
に
還
る
。
年

譜

・

創

業

記

・

三

河

物

語

・

家

忠

日

記

・

徳

川

記

・

徳

川

歴

代

・

松

栄

紀

事

是
の
月
、
馬
場
小
平
太
・
石
川
新
七
郎
・
矢
田
作
十
郎
、
上
宮
寺
を
出
で
我
兵
と
作
岡
・
大
平
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に
戦
ふ
。
天
野
康
景
、
隊
長
小
平
太
を
撃
ち
之
を
殺
す
。
敵
兵
退
走
す
。
是
に
先
ん
じ
本
多
廣

孝
・
松
井
忠
次
、
東
條
城
を
攻
め

数
し
ば
し
ば

吉
良
義
諦
と
戦
ひ
之
を
破
る
。

閏
十
二
月
、
神
祖
、
廣
孝
・
忠
次
の
功
を
賞
め
各
食
邑
を
増
し
忠
次
に
松
平
氏
を
賜
ふ
。
家

忠

日

記

・

松

栄

紀

事

（

永

禄

）

七
年
甲
子
正
月
三
日
、
神
祖
、
砦
を
佐
崎
に
築
き
勦 そ

う

（

ほ

ろ

ぼ

す

）

戦
す
。
賊
、
作
岡
・
大

平
の
屋
を
焼
き
民
之 こ

れ

に
嬈さ

わ

ぐ
。
水
野
信
元
、
刈
屋
よ
り
来
た
り
て
歳
首
を
賀
す
。
按

ず

る

に

、

信

元

、

神

祖

と

舅

甥

た

り

。

始

め

神

祖

、

信

長

と

兵

を

構

ふ

る

を

以

て

の

故

に

屢

神

祖

と

戦

ふ

。

三

年

、

信

元

の

弟

信

近

、

岡

部

長

殺

（

欄

外

に

「

教

」

の

字

ア

リ

）

の

襲

ふ

所

と

為

り

戦

死

す

。

信

元

、

緒

川

よ

り

移

り

刈

屋

に

居

る

。

四

年

、

神

祖

、

信

長

に

与

し

平

ぐ

。

故

に

今

来

た

る

か

。

神
祖
、
煙
の
起
つ
を
見
信
元
に
謝
し
佐
崎
に
馳
せ
向
ふ
。
信
元
、
帰
去
す
る
に
忍
び
ず

麾
下
の
兵
を
率
ゐ
渡
河
地
に
至
る
。
三

河

物

語

・

松

栄

紀

事

神
祖
、
上
和
田
の
兵
を
し
て
針
崎
の
賊
を

禦 ふ
せ

が
し
め
ん
と
欲
し
大
久
保
弥
三
郎
忠
正
を
以
て
郷
導
せ
し
む
。
忠

正

、

三

郎

右

衛

門

忠

久

養

子

、

実

忠

俊

子

過
盗
木

（

マ

マ

）

直
ち
に
小
豆
阪
に
至
る
。

城
（
賊
カ
）

、

作
岡
・
大
平
よ
り
帰
り
神
祖
に
覿
面

て
き
め
ん

（

ま

の

当

た

り

に

見

る

）
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す
。
近
藤
新
一
郎
、
箭
を
放
ち
神
祖
の

轡
く
つ
わ

に
中
る
。
神
祖
、
大
い
に
怒
り
直
ち
に
賊
軍
を
衝
く
。

水
野
忠
重
、
隊
長
石
川
新
七
郎
を
斬
り
、
水
野
太
郎
作
、
青
見
藤
六
郎
を
斬
り
各
首
級
を
獲
る
。

創

業

記

・

家

忠

日

記

・

松

栄

紀

事

、

青

見

或

作

大

見

。

国

音

相

通

。

松

栄

紀

事

曰

、

我

兵

佐

馳

甚

五

郎

、

与

敵

戦

死

。

拠

家

忠

日

記

・

徳

川

歴

代

、

甚

五

郎

賊

党

也

。

在

上

文

、

紀

事

誤

矣

。

賊
兵
波
切
孫
七
郎
、
走 に

げ
大
善
阪
に
至
る
。
神
祖
、

親
み
ず
か

ら

槍
を
揮
ひ
之
を
摏つ

く
こ
と

二
ふ
た
た
び

。
孫
七
郎
僅
か
に
（

や

っ

と

の

こ

と

で

）

脱
去
す
。
神
祖
、
軍
を
斂 あ

つ

め

岡
崎
に
還
る
。
家

忠

日

記

係

去

年

十

一

月

。
今

従

年

譜
・
創

業

記
・
松

栄

紀

事

。
按

ず

る

に

、
徳

川

歴

代

、
五

年

に

係

く

る

は

誤

り

。

説

見

下

十
一
日
、
土
呂
・
針
崎
・
野
寺
の
賊
兵
合
は
せ
一
軍
と
為 な

り
上
和
田
の
寨
を
攻
む
。
大
久
保
忠

勝
の
族
堅
守
し
之
を
拒
ぐ
。
忠
勝
・
忠
世
並
び
て

創
（
き
ず
）

せ
ら
る
。
創

業

記
・
徳

川

記
・
家

忠

日

記
・
松

栄

紀

事

。

徳

川

歴

代

曰

は

く

、

一

説

に

六

年

正

月

と

作

す

。

謀

其

説

是

な

り

。

然

る

に

歴

代

、

九

月

よ

り

菅

沼

定

顕

糧

を

督
う
な
が

し

僧

徒

乱

を

作

し

十

一

月

小

豆

阪

の

戦

に

至

る

。

皆

五

年

事

と

為

す

。

然

れ

ば

則

ち

一

向

一

揆

の

乱

、

前

後

三

年

に

渉

り

て

六

年

は

戦

陣

無

し

。

大

久

保

浄

玄

謂

ふ

所

の

、「

去

年

以

来

日

々

争

戦

す

る

旨

」
は

亦

合

は

ず

。
其

の

誤

り

は

明

ら

か

な

り

。
鵞

峯

文

集

に

深

溝

本

光

寺

の

碑

亦

た

五

年

に

係

る

。
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蓋け

だ

し

家

伝

の

謬

を

承
う
け
つ

ぐ

な

り

。

藤

井

松

平

紀

の

功

碑

六

年

に

係

る

、

是

と

為

す

。

土
屋
甚
内
・
筒
井
甚
六
等
十
余
輩
、

馳
せ
郭
外
に
戦
ふ
。
城
兵
、
機
に
乗
じ
出
で
闘
ふ
。
敵
兵
披
靡

ひ

び

（

お

そ

れ

ひ

れ

伏

）

す
。
針
崎
の
賊
、

之
を
見
正
満
寺
を
出
で
接
戦
す
。
神
祖
、
之
を
聞
き
単
騎
来
た
り
救
ふ
。
唯
だ
宇
都
与
五
郎
一

人
の
み
焉 こ

れ

に
従
ふ
。
筧
重
忠
・
内
藤
信
成
・
垣
村
家
政
等
三
十
八
人
相

踵
し
ょ
う

し
て
（

あ

い

つ

い

で

）

至

る
。
敵
兵
の
矢
炮
雨
と
下 ふ

る
。
吾
軍
死
傷
を
顧
み
ず
し
て
戦
ふ
。
年

譜

附

尾

中
根
喜
蔵
、
渡
辺
守

綱
と
槍
を
接
し
傷
せ
ら
る
。
喜
蔵
、
槍
を
棄
て
刀
を
抜
き
守
綱
と
闘
ひ
又
傷
つ
く
。
鵜
殿
八
郎

三
郎
康
定
撃
ち
守
綱
を
傷
つ
く
。
徳

川

記

・

家

忠

日

記

・

松

栄

紀

事

・

年

譜

附

尾

、
皆

十

郎

三

郎

と

作

す

。
徳

川

歴

代

曰

は

く

、

此

時

十

郎

三

郎

既

に

死

し

た

り

。

其

子

八

郎

三

郎

な

り

。

一

説

に

十

郎

三

郎

と

為

す

は

誤

り

。

按

ず

る

に

、

松

平

系

図

、

十

郎

三

郎

康

孝

、

鵜

殿

と

称

し

蔵

人

信

孝

の

弟

な

り

。

天

文

中

死

し

、

信

孝

其

を

奪

ふ

な

り

。

故

に

岡

崎

の

老

臣

、

信

孝

を

逐

ふ

。

歴

代

の

説

は

是

な

り

。

今

之

に

従

ふ

。

名

康

定

、

松

平

系

図

に

拠

る

。

守
綱
の
父
高
綱
来
り
救
ふ
。
守
綱
、
康
定
を
撃
ち
之
を
殺

す
。
高
綱
、
直
ち
に
神
祖
に
向
ひ
て
前 す

す

む
。
内
藤
正
成
其
の
甥
な
り
。
儕
輩

せ
い
は
い

（

仲

間

）

に
謂
ひ
て
曰

は
く
「
源
五
左
衛
門
は
舅 お

じ

な
り
。
然
れ
ど
も
今
日
の
事
豈
に
私
親
を
顧
み
ん
や
」
と
。
弓
を
彎 ひ

き
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之
を
射
る
。
矢
両
股
を
貫
き
て
仆
る
。
守
綱
之
を
負
ひ
去
る
。
神
祖
、
正
成
の
忠
勇
を
称 た

た

ふ
。
松

栄

紀

事

曰

は

く

、

内

藤

四

郎

左

衛

門

正

成

、

源

五

左

衛

門

を

射

る

。

石

川

十

郎

左

衛

門

槍

を

執

り

神

祖

を

擬
う
か
が

ふ

。

正

成

又

之

を

射

る

。

正

成

十

郎

左

衛

門

の

甥

な

り

と

。

年

譜

曰

は

く

、

内

藤

正

成

、

渡

辺

源

五

左

衛

門

・

石

川

十

郎

左

衛

門

二

人

を

射

、

之

を

殺

す

。

十

郎

左

衛

門

、
正

成

の

舅

な

り

と

。
蓋

し

松

栄

紀

事

、
此

の

文

に

拠

る

な

り

。
徳

川

記
・
家

忠

日

記
・
徳

川

歴

代
・
年

譜

附

尾

、
皆

内

藤

甚

一

郎

、

源

五

左

衛

門

を

射

る

と

書

く

。
而

し

て

十

郎

左

衛

門

を

射

る

事

無

し

。
諸

書

皆

法
（
マ
マ
）

甚

一

郎

、
源

五

左

衛

門

の

甥

な

り

と

。
寛

永

系

図

に

拠

れ

ば

四

郎

左

衛

門

正

成

、
初

め

甚

一

郎

と

称

す

。
然

れ

ば

則

ち

一

人

に

し

て

二

事

に

非

ず

。
今

上

の

諸

書

に

従

ひ

定

め

て

一

事

と

為

す

。

敵
兵
の
衝
突
止
ま
ず
。
神
祖
、
甚
だ
危
ふ
し
。
賊
兵
土
屋
長
吉
重
治
其
の
徒
に
謂
ひ
て
曰
は
く

「
吾
、
門
徒
た
る
を
以
て
主
君
に
敵
し
今
其
の
危
を
見
る
。
豈
に
之
に
乗
ず
る
に
忍
び
ん
や
。

地
獄
に
堕
ち
在
る
こ
と
固
よ
り
欲
す
る
所
な
り
」
と
。
身
を
挺
し
来
降
し
鋒 ほ

こ

を
倒
し
神
祖
の
馬

前
に
戦
死
す
。
神
祖
、
之
を
義
と
す
。
日
既
に
暮
れ
、
両
軍
引
き
去
る
。
神
祖
、

甲
か
ぶ
と

を
卸
し
鉛

二
を
得
た
り
。
鳥
銃
に
中
る
と
雖
も
甲
堅
く
穿 と

お

す
能
は
ず
。
其
の
危
ふ
き
こ
と
此
に
至
れ
り
。

神
祖
、
石
川
家
成
を
し
て
土
屋
重
治
の
屍
を
覓 も

と

め
し
め
、
之
を
得
、
上
和
田
に
葬
る
。
創

業

記

・

家
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忠

日

記

・

徳

川

記

・

松

栄

紀

事

・

年

譜

附

尾

二
十
五
日
、
深
溝
九
八
郎
・
青
山
虎
之
助
密
か
に
神
祖
に
啓 も

う

し
て
曰
は
く
「
臣
等
当 ま

さ

に
佐
崎
寺

中
に
入
り
、
其
の
営
を
焼
く
べ
し
。
公
、
兵
を
勒 ろ

く

し
（

兵

を

整

え

る

）

寺
を
攻
む
れ
ば
則
ち
必
ず
大 た

い

捷
し
ょ
う

せ
ん
」
と
。
神
祖
、
之
を
聴
く
。
二
人
夜
潜
か
に
寺
に
入
る
。
賊
之
を
覚
り
二
人
を
撃
ち
殺
す
。

時
の
人
以
為

お
も
え
ら

く
其
の
志
壮
た
り
と
雖
も
内
応
す
る
者
無
し
。
事
故 ゆ

え

に
成
ら
ず
と
。
家

忠

日

記

・

松

栄

紀

事

・

年

譜

附

尾

二
月
、
酒
井
正
親
、
西
尾
城
を
発
し
桜
井
・
小
川
・
野
寺
に
至
り
火
を
縦 は

な

ち
聚
落
を
焼
く
。
西

野
に
出
で
援
兵
を
水
野
信
元
に
乞
ふ
。
進
み
八
面
に
至
り
野
寺
を
攻
む
。
賊
砦
を
出
で
拒
戦
す
。

正
親

佯
い
つ
わ

り
走 に

げ
、
敵
、
之
を
急
追
す
。
正
親
還
り
戦
ひ
之
を
破
り
隊
長
馬
場
平
太
夫
を
斬
る
。

鷲
塚
の
賊
、
援
軍
を
邀 よ

う

撃
す
。
信
元
の
兵
、
之
を
撃
破
す
。
勝
に
乗
じ
寺
門
を
入
り
隊
長
鈴
木

弥
兵
衛
を
斬
る
。
捷 か

ち

を
岡
崎
に
告
げ
首
級
を

上
た
て
ま
つ

る
。
神
祖
、
正
親
の
功
を
褒
む
。
徳

川

記

・

松

栄

紀

事

・

年

譜

附

尾
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十
三
日
、
神
祖
、
石
川
又
四
郎
・
根
来
十
内
・
布
施
孫
左
衛
門
等
二
十
五
騎
を
し
て
針
崎
の
形

勢
を

詗
う
か
が

は
し
む
。
之
を
告
ぐ
る
者
有
り
。
賊
、
兵
を
針
崎
の
外
郭
に
伏
す
。
候
騎
（

斥

候

の

騎

兵

）

過
ぐ
る
に
及
び
伏
（
兵
）
起
ち
之
を
邀 う

つ
。
蜂
屋
半
之
丞
・
筧
正
重
・
渡
辺
守
綱
等
兵
を
督 ま

と

め
疾 し

つ

戦
す
（

激

し

く

戦

う

）
。
十
内
戦
死
す
。
又
四
郎
・
孫
左
衛
門
創
せ
ら
れ
て
退
く
。
年

譜

・

徳

川

記

・

家

忠

日

記

・

松

栄

紀

事

是
の
月
、
佐
崎
の
賊
三
百
余
人
、
矢
田
作
十
郎
を
以
て
将
と
為
し
岡
崎
を
犯
す
。
神
祖
、
兵
を

将
ゐ
之
を
拒 ふ

せ

ぐ
。
銃
卒
に
命
じ
て
曰
は
く
「
吾

数
し
ば
し
ば

賊
の
窘 く

る

し
む
所
と
為 な

る
（

賊

に

苦

し

め

ら

れ

る

）
。

皆
作
十
郎
の
為
す
所
な
り
。
彼
挙
勇
を
恃 た

の

む
。
前
駆
を
為
す
毎
に
汝
等
注
目
し
之
を
撃
て
」
と
。

作
十
郎
、
果
し
て
衆
に
先
ん
じ
て
進
む
。
卒
、
銃
を
放
ち
之
を
斃
す
。
賊
、
其
の
死
を
見
、
魂
褫

こ

ん

ち

気
懾

き
し
ょ
う

（

た

ま

げ

お

じ

け

づ

く

）

復
ふ
た
た

び
は
戦
ふ
能
は
ず
。
其
の
首
を
抱
き
て
敗
走
す
。
年

譜

・

創

業

記

・

徳

川

記

・

松

栄

紀

事

作
十
郎
の
死
よ
り
賊
徒
の
凶
焔 え

ん

日
に
衰
へ
皆
前
非
を
悔
い
復
び
は
闘
ふ
志
無
し
。
蜂
屋

半
之
丞
、
其
の

幾
き
ざ
し

を
察
し
大
久
保
忠
正
に
就
き
、
其
の
罪
を
赦
さ
れ
ん
と
請
ふ
。
家

忠

日

記

・

徳

川
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記
・

年

譜

附

尾

及

松

栄

紀

事

、
一

説

に

並

び

に

云

ふ

、
「

吉

田

太

左

衛

門

、
門

徒

に

非

ず

と

雖

も

本

多

正

信

・
正

重

の

誇

る

所

と

為

り

賊

に

与

し

、

土

呂

寺

中

に

在

り

。

麾

下

の

士

斉

藤

某

は

其

親

友

な

り

。

書

を

太

左

衛

門

に

貽お

く

り

帰

正

を

勧

め

て

曰

は

く

「

当

に

本

多

・

蜂

屋

を

し

て

罪

を

謝

し

降

を

乞

は

し

む

べ

し

。

公

、

心

に

之

を

赦

す

」

と

。

太

左

衛

門

之

を

然

り

と

し

正

信

・

正

重

に

勧

む

。

大

久

保

忠

勝

姻

戚

た

る

を

以

て

亦

蜂

屋

半

之

丞

に

勧

め

降

ら

し

む

。

半

之

丞

之

に

従

ふ

。

忠

正

に

就

き

降

を

請

ふ

」

と

。

附

し

以

て

攷

に

備

ふ

忠
正
、

従
父
兄
忠
勝
と
岡
崎
に
抵 い

た

り
、
神
祖
に
言
ひ
て
曰
は
く
「
方 ま

さ

に
今
群
雄
割
拠
し
天
下
大
乱
な
り
。

大
、
小
を
并
せ
、
彊
、
弱
を
凌
ぐ
。
務
め
て
土
地
を
辟 ひ

ら

き

疆
き
ょ
う

圍 い

を
恢 ひ

ろ

げ
ん
と
欲
す
。
而 し

か

る
に
譜

第
旧
臣
、
君
臣
の
義
を
知
ら
ず
。
此
に
党
す
る
は
乱
賊
た
り
。
半
ば
寇
讐
た
り
（

攻

撃

す

る

敵

）
。
当

に
此
の
時
、
隣
敵
弊
に
乗
じ
来
侵
す
れ
ば
則
ち
邦
必
ず
危
ふ
き
に
阽の

ぞ

ま
ん
。
其
の
罪
を
釈 ゆ

る

し
、

戻
り
て
之
を
帰
順
せ
し
む
る
に
如
か
ず
」
と
。
神
祖
之
を
聴
く
。
忠
正
退
き
て
半
之
丞
に
告
ぐ
。

即
ち
其
の
党
と
議
し
又
忠
正
に
就
き
請
ひ
て
曰
は
く
「
儻 も

し
寛
恕 じ

ょ

を
蒙
ら
ば
則
ち
願
ひ
三
つ
有

り
。
其
の
一
は
罪
を
赦
し
、
采 さ

い

邑 ゆ
う

を
没
す
る
勿 な

か
れ
。
其
の
二
は
僧
徒
の
本
寺
を
住
持
す
る
は
故 も

と

の
如
く
に
。
其
の
三
は
首
悪
の
者
を
赦
し
、
問
ふ
勿
か
れ
」
と
。
神
祖
之
を
聞
き
て
曰
は
く
「
請
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ふ
所
允 ゆ

る

す
べ
し
。
但
し
首
悪
の
者
は
赦
す
べ
か
ら
ず
」
と
。
大
久
保
浄
玄
、
流
涕
し
諌
め
て
曰

は
く
忠

俊

剃

髪

号

浄

玄

。

諸

書

或

作

常

源

「
臣
の
一
門
、
去
年
以
来
日
々
争
戦
し
体
を
損
な
ふ
を
惜
ま
ず
。

或
は
命
を
隕 お

と

し
或
は
傷
来
す
。
公
、
其
の
忠
義
を
念
は
ば
則
ち
願
は
く
は
、
降
沛
宥
以
て
臣
の

恩
賞
に
易
へ
よ
。
帰
順
の
士
を
し
て
前
鋒
と
為
さ
し
め
、
上
野
城
を
攻
め
、
吉
良
・
荒
川
を

勦
ほ
ろ
ぼ

し

て
西
三
河
の
地
を
略
せ
ば
則
ち

彊
き
ょ
う

場

白
（
マ
マ
）

広
に
し
て
基
業
鞏
固

き
ょ
う
こ

た
ら
ん
。
臣
、
老
憊

ろ
う
は
い

す
（

老

い

疲

れ

た

）

と
雖
も
竊 ひ

そ

か
に
公
の
以
て
遠
大
な
る
を
期
す
」
と
。
是
に
先
ん
じ
水
野
信
元
、
亦
た
賊
徒
を

赦
さ
ん
こ
と
を
請
ふ
。
故
に
神
祖
其
の
諌
に
従
ひ

親
み
ず
か

ら
上
和
田
浄
衆
院
に
至
り
徳

川

記

作

成

就

院

。

今

従

三

河

物

語
・
松

栄

紀

事
・
年

譜

附

尾

印
章
を
僧
徒
に
授
け
悉
く
之
を
釈 ゆ

る

す
。
石
川
家
成
を
土
呂
寺
に
遣
は

し
衆
に
諭
し
て
曰
は
く
「
水
野
下
野
守
懇
ろ
に
赦
宥
を
析 と

く
。
故
に

一
ひ
と
ま
ず

寛
典
に
よ
り
解
釈
し

蕩
滌

と
う
て
き

（

あ

ら

い

き

よ

め

る

）

す
」
と
。
賊
徒
大
い
に
喜
び
皆
干
戈

か

ん

か

を
投
げ
て
降
る
。
年

譜

・

創

業

記

・

家

忠

日

記

・

徳

川

記

・

三

河

物

語

・

松

栄

紀

事

輒
す
な
わ

ち
従
ふ
。
家
成
、
針
崎
に
赴
き
高
須
口
よ
り
正
満
寺
に
入
り
小

閣
に
放
火
す
。
賊
徒
煙
に
咽 む

せ
狼
狽
す
。
家
成
、
又
之
に
諭
す
。
賊
皆
帰
順
し
歓
声
雷
の
如
し
。
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三

河

物

語

、

高

須

口

よ

り

入

り

放

火

に

及

ぶ

を

以

て

土

呂

寺

と

為

す

。

今

徳

川

記

・

年

譜

附

尾

に

従

ふ

。

但

し

徳

川

記

、

石

川

日

向

守

家

成

、

伯

耆

守

と

作

す

は

誤

り

乃
ち
松
平
家
次
の
罪
を
赦
し
松
平
親
光
の
食
邑
を
没
す
。
親
光
出
奔
す
。

賊
魁
鳥
居
四
郎
左
衛
門
・
渡
辺
義
綱
・
渡
辺
源
蔵
・
波
切
孫
七
郎
・
本
多
正
信
及
び
弟
正
重
亡

げ
去
る
。
後
皆
釈
さ
れ
麾
下
に
在
る
こ
と
故 も

と

の
如
し
。
徳

川

記

・

家

忠

日

記

・

松

栄

紀

事

・

徳

川

歴

代

・

年

譜

附

尾

神
祖
、
土
呂
・
針
崎
・
佐
崎
・
野
寺
の
宗
旨
を
易
へ
ん
と
欲
す
。
僧
徒
哀
訴
す
。
固
く
凶
悪

の
僧
を
逐
ふ
。
有
学
の
僧
を
置
き
糧
食
を
頒
給
す
。
檀
越
大
い
に
喜
び
闔
境

こ
う
き
ょ
う

寧
謐
た
り
（

領

内

は

静

ま

っ

た

）
。
徳

川

記

・

年

譜

附

尾

臣
按
ず
る
に
、
釈
氏
の
教
（

仏

教

）

倫
理
を
絶
滅
し
君
親
を
廃
犯
す
。
然
し
て
福
田
利
益
の
説
（

供

養

が

福

徳

を

生

む

と

い

う

考

え

方

）
、
人
世
を
皷
盪

こ

と

う

す
（

ゆ

り

う

ご

か

す

）
。
皇
朝
之
を

崇
と
う
と

び
、
講
経
修
法
、
朝

儀
と
同
科
な
り
。
故
に
其
の
徒
驕
傲

き
ょ
う
ご
う

（

お

ご

り

た

か

ぶ

る

）

に
し
て
不
法
多
く
南
都
北
嶺

動
や
や
も
す
れ

ば
神

輿
を
舁 か

き
以
て
不
平
を
訴
ふ
る
に
至
る
。
朝
廷
、
兵
を

差
つ
か
わ

し
之
を
桿
禦
す
（

ふ

せ

ぐ

）
。
僧
徒

狃
じ
ゅ
う

（

狎

れ

る

）

以
て
常
と
為
し
、
鎧
甲
衣
裓こ

く
（

袈

裟

）

と
為
し
刃
槊

じ
ん
さ
く

（

や

い

ば

と

柄

の

長

い

鋒

）

経
巻
と
為
す
。
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未
疏

み

ぞ

（

停

滞

）

の

弊
遂
に
仏
有
る
を
知
り
て
君
父
有
る
を
知
ら
ず
、
寺
有
る
を
知
り
て
国
衙

こ

く

が

有
る

を
知
ら
ざ
る
に
至
る
。
蓋
し
浄
土
真
宗
其
の
法
最
も
簡
捷

か
ん
し
ょ
う

（

手

軽

で

す

ば

や

い

）

に
し
て
茹
葷

じ
ょ
く
ん

（

匂

い

の

強

い

野

菜

を

食

べ

る

）

啖 た
ん

肉 に
く

（

肉

食

す

る

）

世
俗
に
異
な
ら
ず
。
愚
夫
庸
流
（

普

通

の

人

）

其
の
説
に
惑
ひ

易
し
。
故
に
譜
第
勲
旧
の
士
、
破
戒
亡
頼
の
僧
に
党 く

み

し
て
歴
世
覆
祷

ふ
く
と
う

（

天

が

万

物

を

お

お

い

育

て

る

）

の

恩
を
忘
る
。
冠
屨く

倒
置
し
緇
素

し

そ

帰
を
同
く
す
（

冠

と

は

き

も

の

、

黒

白

僧

俗

が

ご

ち

ゃ

ま

ぜ

に

な

る

）
。
四
郊
、

塁
多
く
烽
燧

ほ
う
す
い

（

の

ろ

し

）

急
を
告
ぐ
。
悖
逆

は
い
ぎ
ゃ
く

（

主

君

に

そ

む

く

）

の
甚
し
き
こ
と
此
に
至
り
已
に
極
ま
れ

り
。
而
し
て
神
祖
戎
馬
の
劇
赤

（
マ
マ
）

未
だ
斯
の
時
に
過
ぐ
る
者
有
ら
ず
。
設
使

も

し

駿
甲
二
州
の
敵
、
釁

に
乗
じ
来
侵
せ
ば
則
ち
疆
圍
守
ら
れ
ず
し
て
邦
必
ず
や
危
ふ
し
。
幸
に
し
て
良
臣
策
を
献
じ
、

神
祖
諌
を
容
る
。
兇
賊
面
を

革
あ
ら
た

め
（

服

従

す

る

）

叛
臣
帰
順
す
。
当
時
鉤 こ

う

（

な

か

ま

）

を
射
、
祛き

ょ

（

そ

で

）

を
斬
る
の
士
、
皆
策
勲
底
績
の
臣
（

功

績

の

あ

る

臣

）

た
り
。
豈
に
神
武
大
度
（

度

量

）

の

效
（
効
）

に
非
ざ

ら
ん
や
。
土
屋
重
治
、
幡
然

は
ん
ぜ
ん

（

く

る

り

と

ひ

る

が

え

る

）

と
し
て
過
ち
を
改
め
奮
ひ
て
身
を
顧
み
ず
神

祖
の
馬
前
に
效
死
す
（

命

を

棄

て

る

）

。
復
の
六
四
に
曰
は
く
（
『

易

経

』
六

十

四

卦

の

う

ち

の

上

経

三

十

卦

総

覧
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の

う

ち

）
「
中
行
（

中

庸

の

行

い

）

独
り
復
す
」
と
。
重
治
焉 こ

れ

有
り
。
是
に
繇よ

り
て
之
を
観
る
に
、
天

理
の
、
人
心
に
存
す
る
は

固
も
と
よ

り
外
に
仮 お

か
ず
。
而
し
て

赳
き
ゅ
う

々
た
る
（

た

く

ま

し

い

）

武
夫

も
の
の
ふ

、
惜
し

む
ら
く
は
邪
説
の

汨
（
泊
カ
）

所
と
為
り
て
其
の
本
心
を
喪
ふ
な
り
。
元
亀
中
、
本
願
寺
光
佐
大
阪
城

に
拠
り
、
長
島
の
土
寇
相
踵
し
て
起 た

つ
。
織
田
信
長
公
、
之
を
攻
め
克
つ
能
は
ず
。
将
校
多
く

斃
る
。
皆
武
夫
の
、
聖
人
の
道
有
る
を
知
ら
ず
、
篤
く
其
の
教
宇
を
信
じ
破
る
べ
か
ら
ず
し
て
、

水
火
を
踏 と

う

藉 せ
き

（

ふ

み

つ

け

る

）

し
死
生
を
顧
み
ざ
る
に
由
る
。
上
の
令
す
る
所
よ
り
甚
し
き
者
有
れ

ば
則
ち
釈
教
の
害
を
為
す
は
勝 あ

げ

て
言
ふ
べ
き
や
。

神
祖
、
兵
を
将
ゐ
東
條
城
を
攻
む
。
城
主
吉
良
義
諦
降
る
を
請
ふ
。
神
祖
、
其
の
再
叛
を
以
て

許
さ
ず
。
義
諦
江
州
に
出
犇 ほ

ん

し
佐
々
木
承
禎
に
依
る
。
六

角

左

京

大

夫

義

賢

、
弾

正

少

弼

定

頼

子

、
剃

髪

号

承

禎

其

の
後
摂
州
芥
川
に
戦
死
す
。
荒
川
頼
持
も
亦
た
亡
げ
去
り
、
歳
を
経
て
病
死
す
。
年

譜

・

創

業

記

・

三

河

物

語

・

家

忠

日

記

・

徳

川

記

・

松

栄

紀

事

。

家

忠

日

記

曰

は

く

「

六

年

十

月

、

松

平

亀

千

代

家

忠

、

松

井

左

近

忠

次

と

砦

を

幡

豆

郷

に

築

き

、

東

條

城

を

攻

め

之

を

抜

く

。

吉

良

義

諦

江

州

に

奔

る

。

東

條

城

を

家

忠

に

賜

ふ

」

と

。

按

ず

る

に

東

條

城

陥

ち

義

諦

出

奔

す

る

は
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実

に

是

年

二

月

に

在

り

。

蓋

し

家

忠

出

兵

し

東

條

を

攻

む

。

故

に

去

年

閏

十

二

月

、

神

祖

、

松

井

忠

次

の

功

を

褒

め

食

邑

を

増

し

、

松

平

氏

を

賜

ふ

。

城

を

抜

き

城

を

賜

ふ

。

皆

諸

書

載

せ

ざ

る

所

な

り

。

家

忠

日

記

は

誤

り

な

り

。

故

に

取

ら

ず

酒
井
忠
賀
援
を
失
ひ

駿
府
に
出
奔
す
。
神
祖
、
水
野
三
左
衛
門
分
長
を
し
て
上
野
城
を
守
ら
し
む
。
分

長

右

衛

門

太

夫

忠

政

孫

、

藤

二

郎

範

方

子

、

後

称

備

後

守

。

更

弾

正

忠

、

仕

水

戸

威

公

西
三
河
悉
く
平
ぐ
。
徳

川

記

・

年

譜

附

尾

、

松

栄

紀

事

曰

は

く
「

三

月

、
神

祖

と

今

川

氏

真

と

戦

ふ

。
後

に

長

沢

城

、
本

多

重

次
・
内

藤

信

成

を

し

て

之

を

守

ら

し

む

」
と

。
按

ず

る

に

、
六

年

正

月

、

松

平

伊

忠

を

し

て

長

沢

城

を

守

ら

し

む

。

其

の

後

陥

没

を

見

ず

。

且

つ

は

諸

書

載

せ

ざ

る

所

錯

誤

有

る

を

疑

ふ

。

故

に

と

ら

ず

四
月
、
小
笠
原
新
九
郎
康
元
後

称

摂

津

守

。
諸

書

或

作

安

元

。
諸

士

伝

略

作

康

元

、
曰

父

名

闕

。
従

今

之

初
め
て
神
祖

に
謁
し
麾
下
に
属
さ
ん
こ
と
を
請
ふ
。
神
祖
、
之
を
賞
し
幡
豆
の
旧
邑
を
賜
ふ
。
家

忠

日

記

・

松

栄

紀

事五
月
、
今
川
氏
真
の
部
将
小
原
資
良
、
将
士
の
質
を
収
め
三
河
を
略
さ
ん
と
欲
す
。
将
士
皆
神

祖
に
属
し
其
の
指
麾
を
受
け
ず
。
二
連
木
城
主
戸
田
主
殿
助
重
貞

弾

正

少

弼

康

元

孫

、
丹

波

守

某

子

。
松

栄

紀

事

重

貞

作

伊

忠

。
蓋

以

与

松

平

主

殿

助

同

称

誤

。
今

従

諸

士

伝

略

寨
を
三
所
に
築
き
て
納
款

の
う
か
ん

す
（

内

通

す

る

）
。
神
祖
、
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鵜
殿
八
郎
三
郎
を
し
て
喜
見
寺
の
寨
を
守
ら
し
む
。
按

ず

る

に

、
八

郎

三

郎

康

定

、
本

年

五

月

針

崎

に

戦

死

す

。
蓋

し

其

の

子

か

。

未

詳

小
笠
原
康
元
糟
塚
の
寨
を
守
る
。
年

譜

・

徳

川

記

・

松

栄

紀

事

重
貞
の
母
、
質
と
し
て

吉
田
城
に
在
り
。
重
貞
謀
り
之
を
出
さ
ん
と
欲
し
、
佯

い
つ
わ

り
て
資
良
と
欵
狎

か
ん
こ
う

（

う

ち

と

け

て

親

し

む

）

し
、

数
し
ば
し
ば

城
に
入
り
双
六
す
。
重
貞
の
家
士
野
々
山
某
、
殽
饌

こ
う
せ
ん

（

料

理

）

を
匱 ひ

つ

に
盛
り

擔
（
担
）

夫
を
し
て
舁 か

か

し
む
。
城
下
に
至
り
蓋 ふ

た

を
撤 と

る
。
亦
た

（
マ
マ
）

門
者
に
曰
は
く
「
主
殿
助
、
博
賭
を
為 な

し
、
酒
食
を
設

く
。
此
の
時
以
て
母
の
汚
衣
を
取
り
帰
り
て
澣
濯

か
ん
た
く

（

洗

い

す

す

ぐ

）

せ
ん
と
欲
す
。
請
ふ
怪
し
む
勿
か

れ
」
と
。
門
者
諾 ゆ

る

す
。
重
貞
と
資
良
と
博 う

ち
て
酣
飲
す
。
野
々
山
某
、
間
を
伺
ひ
母
を
匱 き

中
に

納
め
衣
物
を
以
て
蒙 お

お

ふ
。
門
者
、
之
を
怪
し
ま
ず
。
輒
ち
過
ぐ
る
を
得
。
重
貞
の
騎
士
、
中
路

に
迎
へ
護
衛
し
て
還
る
。
重
貞
、
別
を
資
良
に
告
げ

纔
わ
ず
か

に
（

や

っ

と

の

こ

と

で

）

門
を
出
づ
。
火
を
城

下
に
縦 は

な

ち
二
連
木
城
に
馳
せ
帰
る
。
神
祖
、
其
の
約
有
る
を
以
て
御
油
駅
に
出
屯
し
、
煙
の
起

つ
を
見
る
。
下
地
邑 む

ら

に
至
り
重
貞
来
謁
す
。
神
祖
、
其
の
謀
略
を
称 ほ

め
采
邑
を
増
加
す
。
資
良
、

二
連
木
城
を
連
攻
す
。
重
貞
戦
死
す
。
神
祖
、
重
貞
の
忠
を
喜
び
次
子
甚
平
を
以
て
嗣
と
為 な

す
。
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徳

川

記

・

家

忠

日

記

・

松

栄

紀

事

・

年

譜

附

尾

、

甚

平

、

後

称

弾

正

。

按

ず

る

に

、

松

栄

紀

事

、

重

貞

戦

死

し

其

の

父

丹

波

守

致

仕

し

猶

存

す

。

神

祖

、

丹

波

守

に

命

じ

甚

平

を

以

て

嗣

と

為

す

と

。

諸

士

伝

略

に

拠

れ

ば

丹

波

守

即

ち

甚

五

郎

に

し

て

神

祖

を

潮

見

阪

に

於

て

奪

ひ

し

者

な

り

。

三

年

五

月

二

十

一

日

死

す

。

故

に

今

取

ら

ず

。

又

按

ず

る

に

、

徳

川

歴

代

、

主

殿

助

を

以

て

丹

波

守

康

長

と

為

す

。

諸

士

伝

略

を

孝
（

考

）
ず

る

に

康

長

、
甚

平

の

子

な

り

、
五

年

を

以

て

生

ま

る

。
此

の

時

僅

か

に

三

歳

な

り

。
歴

代

誤

れ

り

神
祖
、
兵
を

発
し
野
田
・
牛
窪
の
寨
を
攻
め
進
み
吉
田
城
を
過
ぐ
。
本
多
忠
勝
時
に
年
十
七
、
敵
兵
牧
野
宗

二
郎
と
槍
を
接
す
。

是
の
日
第
一
の
槍
な
り
。
牧

野

宗

二

郎

、

松

栄

紀

事

、

城

所

助

之

丞

と

作

す

。

或

は

宗

二

郎

と

云

ふ

。

今

年

譜

・

家

忠

日

記

・

三

河

物

語

・

徳

川

記

に

従

ふ

蜂
屋
半
之
丞
第
二
の
槍
た
る
を
耻
ぢ
、
槍
を
捨
て
刀
を
抜
き
敵
二
人
を
斬

る
。
河
井
正
徳
、
鳥
銃
を
放
ち
之
を
斃
す
。
従
者
走
り
其
の
母
に
告
ぐ
。
母
曰
は
く
「
我
子
怯 ひ

る

む

か
」
と
。
曰
は
く
「
勇
を
奮
ひ
て
死
す
」
と
。
母
曰
は
く
「
戦
場
に
死
す
る
は
固 も

と

よ
り
士
の
常

な
り
。
若 も

し
我
子
怯
懦

き
ょ
う
だ

に
し
て
人
の
諦 あ

き

ら
か
に
す
る
所
と
為 な

ら
ば
則
ち
生
く
る
と
雖
も
死
命
に

如
か
ず
。
我
憾
ず
る
所
無
し
」
と
。
時
の
人
之
を
称
ふ
。
三

河

物

語

・

代

々

記

・

松

栄

紀

事

戸
田
吉
兵
衛
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氏
光

孫

右

衛

門

氏

輝

子

其
の
母
質
と
為 な

り
吉
田
城
に
在
り
。
氏
光
、
之
を
顧
み
ず
し
て
力
戦
し
忠
を

尽
く
す
。
松

栄

紀

事

松
平
清
宗
苦
戦
し
創 き

ず

せ
ら
る
。
加
藤
勘
右
衛
門
正
次
・
成
瀬
正
義
・
犬
塚
作

内
、
或
は
首
級
を
獲
り
或
は
敵
兵
を
射
殺
し
各
功
有
り
。
家

忠

日

記

・

松

栄

紀

事

然
る
に
城
兵
力
を
悉 つ

く

し
拒 ふ

せ

ぎ
闘
ふ
。
我
軍
利
な
ら
ず
し
て
岡
崎
に
還
る
。
徳

川

記

臣
按
ず
る
に
、
戸
田
氏
光
、
左
門
一
西
の
父
な
り
。
其
の
母
を
顧
み
ず
し
て
功
名
を
覬
望

き

ぼ

う

す
。

記
す
る
者
、
之
を
忠
を
尽
く
す
と
謂
ふ
。
夫
れ
忠
臣
を
求
む
る
に
必
ず
孝
子
の
門
に
於
て
す
。

果
た
し
て
能
く
忠
な
ら
ん
や
。
上
は
既
に
徐
庶
（

三

国

時

代

蜀

の

人

、

諸

葛

亮

の

親

友

、

初

め

劉

備

に

仕

え

、

の

ち

魏

の

曹

操

に

仕

え

た

）

に
及
ぶ
能
は
ず
。
下
は
亦
た
戸
田
重
貞
に
媿
づ
る
も
の
多
し
。

小
原
資
良
、
寨
を
佐
脇
八
幡
に
築
き
、
三
浦
左
馬
助
を
し
て
之
を
守
ら
し
め
、
按

ず

る

に

、

五

年

九

月

、

赤

坂

の

捷

、

佐

脇

八

幡

皆

岡

崎

に

属

す

。

蓋

し

其

の

後

資

良

、

鈔

略

（

か

す

め

取

る

）

し

又

之

を

得

る

な

り

。

又

按

ず

る

に

徳

川

記

、

板

倉

弾

正

・

板

倉

主

水

、

左

馬

助

と

同

じ

く

守

る

と

。

然

る

に

弾

正

・

主

水

、

五

年

九

月

戦

死

す

。

上

文

に

見

ゆ

。

故

に

取

ら

ず

。

以
て

吉
田
・
牛
窪
二
城
の

蕃
（
藩
）

屏
（

守

り

垣

）

と
為 な

す
。
神
祖
、
本
多
信
俊
を
し
て
兵
六
百
を
将
ゐ
一
宮
の
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寨
を
守
ら
し
む
。
今
川
氏
真
、
兵
一
万
余
を
将
ゐ
以
て
吉
田
を
援
く
。
五
千
余
を
分
け
一
宮
を

圍
む
。
自
ら
五
千
余
を
将
ゐ
佐
脇
八
幡
に
屯
す
。
信
俊
、
援
を
岡
崎
に
乞
ふ
。
神
祖
の
将
三
原

な
り
。
氏
真
其
の
隊
伍
の
厳
整
な
る
を
見
、
畏
縮
し
敢
へ
て
出
兵
せ
ず
。
神
祖
直
ち
に
進
み
一

宮
に
至
り
氏
真
と
決
戦
せ
ん
と
欲
す
。
敵
、
其
の
精
鋭
を
避
け
圍
を
解
き
牛
窪
に
退
く
。
信
俊
、

城
を
出
て
尾
撃
（

＝

追

撃

）

す
。
敵
兵
敗
走
す
。

其
の
夜
、
神
祖
一
宮
寨
に
陣
す
。
遠
州
引
間
城
主
飯
尾
豊
前
諸

書

引

間

は

浜

松

と

作

す

。

按

ず

る

に

、

八

年

十

二

月

、
豊

前

、
神

祖

に

降

り

其

の

後

、
神

祖

、
引

間

を

改

め

浜

松

と

曰

ふ

。
故

に

今

旧

称

に

従

ふ

。
下

効

之

氏
真
の
営
に
在
り
。

竊
か
に
神
祖
に
通
款
（

内

通

）

し
、
疾
と
称
し
夜
引
間
に
帰
る
。
新
井
・
白
須
賀
を
過
ぐ
る
に
及
び

火
を
縦 は

な

ち
駅
舎
を
焼
く
。
氏
真
大
い
に

駭
お
ど
ろ

く
。
年

譜

・

創

業

記

・

家

忠

日

記

・

徳

川

記

。

松

栄

紀

事

曰

は

く

「

五

年

四

月

豊

前

、

氏

真

に

叛

き

神

祖

に

属

す

。

氏

真

怒

り

新

野

左

馬

を

以

て

将

と

為

し

之

を

攻

め

し

む

。

城

兵

戦

ひ

敗

れ

城

陥

ち

左

馬

亦

戦

死

す

」

と

。

按

ず

る

に

、

豊

前

、

引

間

を

以

て

叛

き

今

年

に

実

在

す

。

而

し

て

五

年

四

月

の

戦

、

諸

書

載

せ

ざ

る

所

な

り

。

紀

事

は

誤

り

な

り
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翌
日
、
神
祖
旆 は

た

を
反 か

え

し
又
氏
真
の
営
を
過
ぐ
。
其
の
鋒
甚
だ
鋭
な
り
。
氏
真
竟 つ

い

に
戦
ふ
能
は
ず
、

兵
を
引
き
て
帰
る
。
世
に
之
を
一
宮
後
詰
と
謂
ふ
。
年

譜

・

創

業

紀

・

三

河

物

語

・

家

忠

日

記

・

徳

川

記

・

徳

川

歴

代

。
按

ず

る

に

、
三

遠

平

均

記

、
十

一

年

に

係

く

る

は

誤

り

な

り

。
諸

書

之

を

称

し

て
「

一

宮

退

口
（

の

き

ぐ

ち

）
」
と

曰

ふ

。
今

按

ず

る

に

、
氏

真

に

在

れ

ば

則

ち

退

兵

な

り

。
神

祖

に

在

れ

ば

則

ち

援

軍

な

り

。
称

め

謂

ふ

は

当

ら

ず

。
家

忠

日

記

後

詰

と

書

き

曰

ふ

は

是

な

り

。

今

従

ふ

な

り

六
月
、
神
祖
、
兵
を
将
ゐ
吉
田
城
を
攻
む
。
酒
井
忠
次
前
鋒
を
為
す
。
小
原
資
良
堅
く
守
る
と

雖
も
狐 孤

立
無
猨援

な
り
。
勢
日 ひ

に

窮

蹙

き
ゅ
う
し
ゅ
く

す
（

き

わ

ま

り

縮

ま

る

）
。
忠
次
、
本
多
彦
八
郎
忠
次
を
し
て
助

太

夫

忠

俊

子

和
親
を
議
せ
し
む
。
資
良
之
に
従
ひ
質
を
乞
ふ
。
神
祖
、
之
を
許
し
、
異
父
弟
松
平

康
俊
及
び
酒
井
忠
次
の
女
を
以
て
質
と
為 な

す
。
忠

次

女

、
後

嫁

松

平

外

記

伊

昌

資
良
、
大
い
に
喜
び
質
を

携
へ
駿
府
に
還
る
。
神
祖
、
吉
田
城
を
忠
次
に
賜
ひ
東
三
河
の
事
を
判
ぜ
し
む
。
年

譜

・

創

業

記

・

家

忠

日

記

・

徳

川

記

・

松

栄

紀

事

。

小

原

資

良

即

肥

前

也

。

年

譜

、

作

備

前

誤

今
川
氏
真
、
朝
比
奈
肥
後
を
し
て
田
原
城

に
拠
ら
し
む
。
按

ず

る

に

、
田

原

城

旧

戸

田

氏

の

拠

る

所

な

り

。
主

殿

助

重

貞

に

至

り

二

連

木

城

主

と

為

る

。
未

だ

田

原

の

、
何

時
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氏

真

に

属

す

る

か

を

知

ら

ざ

る

な

り

神
祖
、
本
多
廣
孝
を
し
て
寨
を
梶
邑
に
築
か
し
め
之
を
攻
む
。
戸
田

忠
次
、
敵
の
圍
む
所
と
為
り

幾
ほ
と
ん

ど
危
し
。
戸
田
九
右
衛
門
勝
則
、
馳
せ
至
り
敵
兵
を
射
殺
し
以

て
之
を
救
ふ
。
戸
田
七
内
光
定
、
亦
た
敵
を
射
之
を

却
し
り
ぞ

く
。
廣
孝
進
み
戦
ひ
外
郭
を
攻
め
破
る
。

肥
後
、
力
屈
し
城
を
致
し
て
（

返

上

す

る

）

去
る
。
神
祖
、
廣
孝
の
功
を
賞
め
田
原
城
を
賜
ひ
采
邑

を
増
加
す
。
徳

川

記

・

年

譜

附

尾

並

び

云

ふ

、

田

原

城

主

戸

田

吉

兵

衛

、

降

を

乞

ひ

城

を

致

す

。

神

祖

、

城

を

廣

孝

に

賜

ふ

と

。

諸

国

城

主

記

に

拠

れ

ば

田

原

城

、

明

応

年

十

（

マ

マ

）

戸

田

宗

光

の

築

く

所

に

し

て

子

孫

世

（

よ

よ

＝

代

々

）

之

に

居

す

。

戸

田

吉

兵

衛

氏

光

別

れ

一

家

を

為

す

。

是

に

先

ん

じ

已

に

神

祖

に

属

す

。

但

し

、

田

原

城

主

に

非

ず

。

二

書

誤

り

。

今

家

忠

日

記

・

松

栄

紀

事

に

従

ふ

是
の
歳
、
神
祖
、
兵
を
将
ゐ
御
油
城
を
攻
む
。
守
将
本

書

名

闕

善
く
射
る
者
を
し
て
高
き
に
乗
り

雨
射
せ
し
む
。
我
兵
進
む
を
得
ず
。
神
祖
、
内
藤
正
成
に
命
じ
射
せ
し
む
。
正
成
三
箭
を
放
ち

其
の
二
箭
楼
櫓
に
入
る
。
内
藤
四
郎
左
衛
門
の
七
字
を

守

茄

（
干
笴
カ
＝
や
が
ら
）

（

矢

の

幹

）

に
鐫 き

ざ

む
。
敵
其
の
箭

を
還
す
。
諸 こ

れ

又
一
箭
を
放
つ
。
神
祖
、
之
を
坭と

め
て
曰
は
く
「
敵
必
ず
密
謀
有
り
。
汝
射
る
勿

れ
」
と
。
正
成
命
に
従
は
ず
隊
を
出
で
将
に
射
ん
と
す
。
敵
兵
、
盾
を
路
側
に
擁
し
将
に
其
の
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進
む
を

候
う
か
が

ひ
之
を
鏦つ

か
ん
と
す
。
正
成
、
箭 や

を
放
ち
盾
を
穿 う

が

ち
直 す

ぐ

に
其
の
甲
を

洞
つ
ら
ぬ

き
之
を
殺
す
。

城
兵
大
い
に

駭
お
ど
ろ

き
退
き
走 に

ぐ
。
神
祖
、
其
の
射
芸
を
美 ほ

む
。
松

栄

紀

事

八
年
乙
丑
春
、
東
参
河
の
将
士
、
今
川
氏
真
の
衆
を
馭
す
る
に
足
ら
ざ
る
を
知
り
多
く
神
祖
に

属
す
。
牛
窪
城
主
牧
野
右
馬
允
成
定
先
づ
降
る
。
西
郡

（
西
郷
カ
）

清
員
・
菅
沼
定
盈
、
野
田
に
在
り
。
白

井
某
下
條
に
在
り
。
故
に
長
篠
・
作
手
・
段
嶺
の
将
士
、
此
の
三
人
に
就
き
相
踵
し
降
附
す
。

長
篠
・
作
手
・
段
嶺
、
之
を
山
家
三
方
と
謂
ふ
。
参
河
悉
く
平
ぐ
。
年

譜

・

家

忠

日

記

・

松

栄

紀

事

。

松

栄

紀

事

曰

は

く

「

設

楽

某

妻

子

を

挈

へ

衆

に

先

ん

じ

岡

崎

に

来

謁

す

。

神

祖

、

之

を

喜

ぶ

」

と

。

按

ず

る

に

、

設

楽

甚

三

郎

、

是

に

先

ん

じ

既

に

神

祖

に

属

す

。

上

文

に

在

り

。

故

に

取

ら

ず

。

三
月
、
本
多
重
次
・
高
力
清
長
・
天
野
康
景
を
以
て
奉
行
と
為
し
訟
を
聴
き
事
を
決
せ
し
む
。

世
に
三
河
三
奉
行
と
称
す
。
徳

川

記

、

作

七

年

誤

。

三

遠

平

均

記

、

無

本

多

重

次

而

有

植

村

荘

右

衛

門

。

今

従

年

譜

・

家

忠

日

記

・

松

栄

紀

事

重
次
彊
毅

き
ょ
う
き

に
し
て
好 よ

く

罵
の
の
し

る
。
時
の
人
、
鬼
作
左
と
称
す
。
清
長
、
和
煦 く

（

あ

た

た

か

い

）

に
し
て
慈
愛
あ
り
。
人
最
も
親
し
み
易
く
仏
高
力
と
称
す
。
康
景
、
沈
重
に
し
て
謀
慮
多
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く
輒
ち
可
否
せ
ず
。
左
右
無
辺
（

判

断

に

際

限

が

な

い

）

天
野
三
兵
と
称
す
。
甲

陽

軍

鑑

・

松

栄

紀

事

。

諸

士

伝

略

曰

は

く

「

六

年

一

向

宗

、

乱

を

作

す

。

高

力

清

長

、

高

力

邑

に

還

り

賊

を

討

ち

乱

を

平

ぐ

。

法

制

を

定

め

神

仏

像

・

経

巻

を

修

む

。

故

に

邑

人

称

し

て

仏

高

力

と

曰

ふ

」

と

。

此

又

一

説

な

り

。

臣
按
ず
る
に
、
鄭
（

中

国

春

秋

時

代

の

国

）

の
子
産
、
政
を
為
す
や
、
猛
以
て
寛
を
済 せ

い

し
（

う

ま

く

調

整

す

る

）

鄭
国
善
く
治
ま
る
。
唐
の
太
宗
、
相
を
置
く
。
房
玄
齢
善
く
謀
り
、
杜
如
悔
（

創

業

の

名

臣

、

房

玄

齢

と

と

も

に

貞

観

の

治

を

行

っ

た

）

能
く
断
ず
。
訖

こ
と
ご
と

く
能
く
貞
観
の
治
を
致
す
。
神
祖
、
三
河
を
得
、

始
め
て
奉
行
を
置
く
。
剛
柔
相
済 そ

ろ

ひ
寛
猛
兼
ね
施
す
。
規
模
の
大
な
る
、
以
て
推
す
べ
く
し

て
天
下
に
及
べ
り
。
天
野
康
景
幼
く
し
て
神
祖
に
従
ひ
駿
府
に
往
き
長
じ
て
獲
を
斬
る
の
功

有
り
。
剛
直
明
決
、
其
の
興
国
寺
城
を
去
る
を
観
る
に
知
る
べ
し
。
豈
に
依
違
（

は

っ

き

り

し

な

い

）

両
可
（

決

め

ら

れ

な

い

）

操
決
す
る
所
無
く
五
代
馮
道
（

五

代

の

政

治

家

、

乱

世

に

五

朝

十

一

帝

に

宰

相

と

し

て

仕

え

た

。

後

世

無

節

操

と

し

て

批

判

さ

れ

た

）

の
如
き
者
な
ら
ん
や
。
神
祖
の
、
人
を
用
ゐ
る
は
蓋
し
深
意
有

ら
ん
。
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十
二
月
、
今
川
氏
真
、
飯
尾
豊
前
の

貳
ふ
た
ご
こ
ろ

有
る
を
怒
り
、
駿
府
に
召
し
之
を
殺
す
。
豊
前
の
家

臣
、
江
馬
安
芸
・
江
馬
加
賀
、
固
く
引
間
城
を
守
り
岡
崎
に
属
す
。
神
祖
、
豊
前
の
采
邑
を
賜

ひ
之
を
綏
撫

す

い

ぶ

す
（

い

た

わ

り

安

心

さ

せ

る

）
。
年

譜

・

創

業

記

・

家

忠

日

記

・

松

栄

紀

事

是
の
歳
、
戸
田
忠
次
の
采
地
を
参
州
大
津
邑
に
賜
ふ
。
家

忠

日

記

神
祖
、
師
（

軍

隊

）

を
帥 ひ

き

ゐ
寺
部

城
を
攻
む
。
野
野
山
藤
兵
衛
元
政
先
登
す
。
城
主
鈴
木
日
向
守
大
敗
し
、
城
を
棄
て
其
の
采
邑

の
家
並
に
遁
る
。
其
の
子
監
物
と
駿
府
に
奔 は

し

り
氏
真
に
属
す
。
家

忠

日

記

・

松

栄

紀

事

。

按

ず

る

に

、

寺

部

城

主

鈴

木

日

向

守

、

永

禄

元

年

、

出

降

す

。

上

文

に

見

ゆ

。

蓋

し

其

の

後

又

叛

く

な

り

。

然

し

て

諸

書

載

せ

ざ

る

所

未

詳

酒
井
忠
賀
、

岡
崎
の
世
臣
浄
賢
の
嫡
子
に
し
て
忠
次
の
姪 お

い

な
り
。
天
文
年
中
廣
忠
公
に
叛
き
、
松
平
内
膳
正

清
定
に
降
る
。
内

膳

信

定

子

、

監

物

家

次

父

頻
年

ひ
ん
ね
ん

（

ひ

き

つ

づ

い

て

）

浄
土
真
宗
の
賊
に
党
し
、
又
叛
く
。
神

祖
、
然
る
に
其
の
罪
を
赦
し
問
は
ず
。
忠
賀
の
兇
悪
猶
ほ

悛
あ
ら
た

め
ず
、
ま
た
上
野
城
に
拠
り
叛
く
。

年

譜

・

松

栄

紀

事

並

び

云

ふ

「

将

監

、

岡

崎

を

去

り

上

野

に

拠

る

」

と

。

按

ず

る

に

、

七

年

春

、

一

向

一

揆

の

乱

平

ぐ

。

忠

賀

駿

府

を

出

奔

す

。
蓋

し

駿

府

よ

り

潜

か

に

来

て

上

野

に

拠

る

な

り

。
二

書

疑

ふ

ら

く

は

誤

り

有

り

。
年

譜

附

尾

、
「

神

祖

、
忠

賀

を

し

て

駿

府

に

置

く
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所

の

質

子

を

棄

て

し

む

」

の

語

を

以

て

、

此

の

時

の

事

と

為

す

。

益
ま
す
ま
す

誤

り

な

り

。

神
祖
、
大
い
に
怒
り
忠
次
及
び
本
多

廣
孝
を
し
て
之
を
攻
め
し
む
。
内
藤
信
成
、
時
に
十
七
歳
、
進
み
城
門
に
逼
り
敵
兵
を
斬
る
。

阪
部
造
酒
丞
・
今
井
彦
兵
衛
勝
長
の
射
殺
す
る
敵
兵

頗
す
こ
ぶ

る
多
し
。
阿
倍
忠
政
・
大
久
保
忠
勝
、

矢
を
放
ち
奮
戦
す
。
城
兵
皆

謂
お
も
え

ら
く
「
其
の
乱
臣
に
与 く

み

し
永
く
汚
名
を
受
く
る
よ
り
は
、
君
に

就
き
寛
大
の
君
に
事 つ

か

へ
（

＝

仕

）

以
て
功
名
を
図
ら
ん
」
と
。
相
率
ゐ
て
降
る
。
忠
賀
、
力
弾
き

（
殫
＝
つ
き
る
）

又

駿
府
に
奔
る

創

業

記

・

家

忠

日

記

・

松

栄

紀

事

九
年
丙
寅
五
月
、
牧
野
成
定
卒
す
。
其
の
子

石
（
マ
マ
）

馬
允
康
成
嗣
ぐ
。
其
の
族
出
羽
守
某
采
邑
を
争

ふ
。
康
成
之
を
岡
崎
に
訴
ふ
。
其
の
辞
直 す

ぐ

な
り
。
神
祖
、
書
及
び
諱
字
を
康
成
に
賜
ひ
悉
く
旧

邑
を
授
く
。
水
野
信
元
を
し
て
出
羽
守
を
遂
は
し
む
。
家

忠

日

記

・

松

栄

紀

事

、

賜

康

成

書

載

在

古

簡

雑

纂

。

按

ず

る

に

、

是

の

時

諱

字

名

康

成

を

賜

は

ば

則

ち

是

に

先

ん

じ

別

に

名

有

り

。

然

れ

ば

諸

書

考

ふ

る

所

無

し

十
二
月
二
十
九
日
、
神
祖
、
従
五
位
下
に
叙
せ
ら
れ
三
河
守
と
為
る
。
年

譜

・

創

業

記

・

公

卿

補

任

・

家

忠

日

記

・

松

栄

紀

事

。

創

業

記

曰

は

く

「

公

、

是

よ

り

勅

命

を

以

て

徳

川

氏

に

復

す

」

と

。

按

ず

る

に

、

神

祖

、

未

だ

嘗

て

氏

を

改

め

ず

或
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は

松

平

氏

と

称

せ

ず

。

復

と

曰

ふ

は

誤

り

な

り

是
の
歳
、
戸
田
忠
次
の
族
、
兵
右
衛
門
・
九
右
衛
門
・
与
五
右
衛
門
等
に
食
邑
を
頒
け
給
ひ
、

其
の
軍
功
を
賞
む
。
家

忠

日

記

・

松

栄

紀

事

十
年
丁
卯
五
月
二
十
七
日
、
織
田
信
長
、
其
の
宰
佐
久
間
信
盛
を
し
て

女
む
す
め

を
岡
崎
に
送
り
世
子

に
妻 と

つ

が
し
む
。
年

譜

・

創

業

記

・

信

長

譜

・

家

忠

日

記

・

松

栄

紀

事

是
の
月
、
二
連
木
城
主
戸
田
弾
正
卒
す
。

其
の
子
虎
千
代
尚
ほ
幼
し
。
虎

千

代

長

而

称

孫

六

、

任

丹

波

守

。

名

康

長

神
祖
、
伯
父
重
貞
の
功
を
重
ん
じ

虎
千
代
を
以
て
嗣
と
為
す
。
松
平
氏
を
授
け
其
の
舅
戸
田
傳
十
郎
を
し
て
代
り
て
士
衆
を
統 お

さ

め

し
む
。
他
姓
の
人
に
松
平
氏
を
賜
ふ
こ
と
是
れ
其
の
始
め
と
為 な

る
。
諸

士

伝

略

、

傳

十

郎

虎

千

代

母

之

弟

也

初
め
小
原
資
良
・
小
倉
与
助
、
皆
江
州
人
な
り
て
今
川
義
元
に
事 つ

か

ふ
。
資
良
の
子
三
浦
右
衛
門

美
し
き
姿
容
な
り
。
氏
真
之
を
嬖 あ

い

す
。
右
衛
門
、
蹋と

う

歌
（

足

を

踏

み

鳴

ら

し

て

調

子

を

と

っ

て

歌

う

こ

と

）

を

好
み
氏
真
に
之
を
観
る
を
勧
む
。
氏
真
遂
に
之
を
好
む
。
国
を
挙
げ
狂
ふ
が
如
し
。
氏
真
奢
侈

に
し
て
武
事
を
忘
る
。
讒 ざ

ん

を
信
じ

侫
お
も
ね

り
を
喜
ぶ
。
将
士
怨
嗟
す
。
是
に
先
ん
じ
与
助
の
子
内
蔵
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助
資
久
、
武
州
川
越
城
を
援
け
功
有
り
。
北
條
氏
康
其
の
勇
敢
を
称 ほ

む
。
氏
真
之
を
賞
し
十
八

人
衆
の
隊
長
と
為
す
。
飯
尾
豊
前
の
帰
順
す
る
に
及
び
、
資
良
病
み
て
行
く
能
は
ず
。
右
衛
門

代
り
て
其
の
兵
を
将
ゐ
引
間
城
を
攻
め
、
亦
た
功
有
り
。
氏
真
、
益
之
を
寵
し
小
番
衆
の
隊
長

と
為
す
。
資
良
、
吉
田
城
に
在
る
こ
と
既
に
久
し
。
父
子
其
の
武
功
を
誇
る
。
義
元
の
旧
臣
三

浦
・
朝
比
奈
・
葛
山
・
斎
藤
・
福
島
等
二
十
余
人
、
桶

峽
（
間
脱
カ
）

の
難
に
於
い
て
死
す
る
能
は
ず
し

て
駿
府
に
逃
げ
帰
る
。
皆
之
を
羞
ぢ
門
を
杜 と

ぢ
出
で
ず
。
故
に
新
進
の
用
事
・
政
柄
（

政

権

）

自
お
の
ず
か

ら

資
良
父
子
及
び
資
久
に
帰
す
。
旧
臣
之
を
嫉
み
多
く
携 け

い

弐 じ

（

仲

た

が

い

）

を
懐
ふ
。
氏
真
の
外
祖
武

田
左
京
太
夫
信
虎
左

京

太

夫

信

綱

子

其
の
子
信
玄
の
遂 逐

ふ
所
と
為 な

り
駿
府
に
在
り
。
竊
か
に
旧
臣
と

駿
府
を
奪
ふ
を
謀
る
。
事

露
あ
ら
わ

れ
氏
真
大
い
に
怒
り
信
虎
を
逐
ふ
。
信
虎
、
京
師
に
奔 に

げ
、
使
を

甲
州
に
遣
し
信
玄
を
し
て
駿
府
を
取
ら
し
む
。
信
玄
以
為

お

も

え

ら
く
「
岡
崎
の
武
威
日
に
盛
ん
に
し

て
駿
府
の
老
将
皆
怨
望
す
。
駿
遠
二
州
必
ず
岡
崎
の
有
と
為
ら
ん
。

坐
い
な
が
ら
に

し
て
大
敵
を
肘
腋

ち
ゅ
う
え
き

（

非

常

に

近

い

所

）

に
生
む
は
計
（

よ

い

考

え

）

に
非
ざ
る
な
り
」
と
。
乃
ち
使
を
駿
府
に
遣
し
、
氏
真
を
援
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け
以
て
岡
崎
を
攻
め
ん
と
欲
す
と
告
ぐ
。
氏
真
悦
ば
ず
し
て
曰
は
く
「
彼
豈
に
我
を
援
け
ん
や
。

是
れ
我
に
代
ら
ん
と
欲
す
る
な
り
。
我
豈
に
其
の
術
中
に
堕
ち
ん
や
」
と
。
使
復
命
す
。
信
玄
、

之
を
聞
き
て
曰
は
く
「
彼
必
ず
国
を
失
ふ
に
久
し
か
ら
ざ
ら
ん
。
其
の
、
他
人
を
し
て
之
を
得

し
む
る
よ
り
は
我
自
ら
之
を
得
る
は
曷
若

い

か

ん

（

ど

う

だ

ろ

う

）
」
と
。
遂
に
氏
真
無 與

（

と

）

絶
つ
。
山
縣
三

郎
兵
衛
昌
景
を
岡
崎
に
遣
し
好
を
神
祖
に
通
ず
。
遠
州
の
界
を
定
め
て
曰
は
く
「
大
井
河
以
西

は
岡
崎
に
属
し
、
以
東
の
駿
河
に
至
る
は
我
之
を
領
す
」
と
。
神
祖
之
を
許
す
。
家

忠

日

記

・

三

遠

平

均

記

・

松

栄

紀

事

十
一
年
戊
辰
正
月
十
一
日
、
神
祖
、
左
京
太
夫
と
為
る
。
創

業

記

・

公

卿

補

任

・

家

忠

日

記

・

松

栄

紀

事

二
月
八
日
、
左
馬
頭
源
義
栄
足

利

左

馬

頭

義

維

子

、

義

晴

公

姪

征
夷
大
将
軍
を
拝
す
。
将

軍

家

譜

三
月
、
大
沢
左
衛
門
佐
基
胤
の
武
将
基

胤

治

部

太

輔

基

相

子

尾
藤
主
膳
諸

士

伝

略

作

彦

四

郎

。

蓋

初

称

也

・
林

山
修
理
松

栄

紀

事

、

村

山

、

作

山

村

曰

。

或

作

村

山

。

今

従

年

譜

附

尾

・

藤

井

松

平

系

図

遠
州
堀
川
城
に
拠
る
。
神
祖

之
を
攻
む
。
松
平
信
一
・
榊
原
小
平
太
康
政
七

郎

衛

門

長

政

子

、
後

任

式

部

太

輔

、
為

上

野

館

林

城

主

前
鋒
を
為
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す
。
康
政
、
先
登
し
創
せ
ら
る
。
諸

士

伝

略

大
久
保
新
十
郎
忠
鄰
大

郎

右

衛

門

忠

世

子

、

後

為

相

模

守

年
甫

十
六
、
敵
を
斬
り
首
級
を
得
。
信
一
・
康
政
、
死
傷
を
顧
み
ず
力
を
竭 つ

く

し
奮
闘
す
。
城
遂
に
陥

つ
。
年

譜

・

家

忠

日

記

・

松

栄

紀

事

神
祖
、
師
を
班 か

え

し
山
本
帯
刀
成
行
を
し
て
見
付
城
を
築
か
し
む
。
成

行
、
其
の
地
形
を
相 み

る
に
築
城
に
宜
し
か
ら
ず
。
故
に
神
祖
、
引
間
を
改
め
て
浜
松
と
曰
ひ
城

郭
を
修
築
す
。
家

忠

日

記

・

年

譜

附

尾

。

林

恕

（

林

春

斎

）

秦

湘

行

記

曰

は

く

「

浜

松

、

本

の

名

は

引

馬

な

り

」

と

。

其

の

東

十

余

町

浜

松

と

号

す

る

処

有

り

。

神

祖

、

引

間

を

改

め

て

浜

松

と

曰

ふ

。

故

に

彼

の

地

旧

浜

松

と

号

す

。

引

馬

、

或

は

曳

間

と

作

す

。

引

間

と

国

音

相

同

じ

。

徳

川

歴

代

曰

は

く

「

神

祖

、

引

間

を

諱い

み

（

避

け

）

浜

松

と

改

称

す

」

と

。

按

ず

る

に

、

引

は

引

退

の

義

有

り

。

其

れ

或

は

然

る

な

り

。

歴

代

又

曰

は

く

「

帯

刀

、

甲

州

人

勘

介

の

弟

。

名

は

頼

重

」

と

。

今

、

松

栄

紀

事

に

従

ふ

是
の
月
、
神
祖
、
宇
津
山
城
を
攻
む
。
守
将
小
原
資
良

按

ず

る

に

七

年

、

資

良

吉

田

城

を

去

り

駿

府

に

還

る

。

蓋

し

其

の

後

宇

津

山

城

を

守

る

な

り

其
の
敵
し
難
き
を
知
り
城
を
棄
て
去
る
。
硝
石
を
城
中
に
瘞う

ず

め
前
隊

城
に
入
る
に
及
び
消
火
（

硝

石

の

火

）

暴
発
し
皆
大
い
に
驚
く
。
然
れ
ど
も
死
傷
者
無
し
。
年

譜

・

創

業

記

・

家

忠

日

記

・

松

栄

紀

事
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四
月
、
遠
州
二
股
城
主
二
股
左
衛
門
・
高
數
の
浅
原

其
（
某
）

・
頭
陀
寺
の
松
下
某
等
皆
来
降
す
。
家

忠

日

記

・

松

栄

紀

事

、

頭

陀

、

頭

田

に

作

す

。

松

栄

紀

事

下

文

頭

陀

寺

有

り

。

蓋

し

国

音

相

通

ず

。

今

之

に

拠

る

駿
州
久

野
（
能
）

城
主

久
能
三
郎
右
衛
門
宗
能
、
今
川
氏
真
に
叛
き
麾
下
に
属
す
。
家

忠

日

記

・

松

栄

紀

事

八
月
、
織
田
信
長
、
源
義
昭
を
大
将
軍
と
し
て
立
て
ん
と
欲
す
。
義

昭

、

万

松

院

義

晴

の

第

二

子

、

光

源

院

義

輝

の

弟

。

事

、

宗

都

将

軍

家

譜

に

詳

か

な

り

。

按

ず

る

に

、

鵞

峯

文

集

藤

井

家

紀

功

碑

十

年

に

係

く

。

蓋

し

家

伝

の

繆

を

承

る

な

り

。

信

長

譜

十

一

年

に

係

く

。

是

と

為

す

使
を
江
州
観
音
寺
城
に
遣
し
佐
々
木
承
禎
に
説
か
し
む
。
承
禎
従
は

ず
。
其
の
子
右
衛
門
佐
義
弼
と
議
し
観
音
寺
城
を
守
る
。
兵
を
分
け
箕
作
・
和
田
山
等
の
城
に

拠
る
。

九
月
、
信
長
岐
阜
を
発
し
之
を
攻
め
、
援
兵
を
岡
崎
に
乞
ふ
。
神
祖
、
松
平
信
一
を
し
て
兵
二

千
余
を
将
ゐ
之
を
援
け
し
む
。
信
長
の
別
将
木
下
藤
吉
郎
秀
吉

其

父

未

詳

。
後

称

羽

柴

筑

前

守

、
賜

姓

豊

臣

。

至

関

白

従

一

位

大

政

大

臣

信
一
と
与 と

も

に
箕
作
城
を
攻
む
。
城
堅
く
抜
け
ず
。
信
一
先
登
し
之
を
急
攻
す
。

大
い
に
呼
ば
は
り
て
曰
は
く
「
参
州
の
援
兵
松
平
勘
四
郎
信
一
、
箕
作
城
の
先
登
を
為 な

さ
ん
」
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と
。
声
遠
近
に
響
き
、
将
士
尽
く
之
を
聞
く
。
三
宅
康
貞
進
撃
し
首
級
を
獲
る
。
城
兵
支
ふ
能

は
ず
。
守
将
建
部
善
八
郎
出
で
走
る
。
城
遂
に
陥
つ
。
信
長
、
信
一
の
勇
敢
な
る
を
称 ほ

め
て
曰

は
く
「
汝
は
胆
毛
を
生
ず
る
者
（

胆

に

毛

の

生

え

た

者

）

と
謂
ふ
べ
し
」
と
。
著 き

る
所
の
桐
紋
革
胴
服

を
脱
ぎ
之
を
授
く
。
年

譜
・
信

長

譜
・
家

忠

日

記
・
藤

井

家

紀

功

碑
・
松

栄

紀

事

。
但

し

信

長

譜

、
信

一

、
信

吉

と

作

す

は

誤

り

。

信

吉

、

信

一

の

養

子

。

安

房

守

な

り

。

家

忠

日

記

・

藤

井

松

平

家

譜

並

び

曰

は

く

「

信

一

世よ

よ

葵

を

以

て

紋

と

為

す

。

神

祖

と

同

じ

か

る

を

憚

り

酢

漿

草

を

以

て

之

に

代

へ

、

是

よ

り

桐

及

び

酢

漿

草

を

以

て

紋

と

為

す

承
禎
・
義
弼
、
観
音
寺
城
を
出
で
走
り
甲

賀
山
を
保
つ
。
信
長
、
兵
を
進
め
十
八
城
を
抜
き
、
義
昭
を
迎
へ
京
師
に
入
る
。
信
一
、
従
ひ

行
く
。
信
長
、
令
を
下
し
軍
士
の
寇
鈔

こ
う
し
ょ
う

（

掠

奪

）

を
禁
ず
。
信
一
の
奴
隷
、
織
田
上
野
介
信
包
の
卒

と

信

包

、

信

長

公

弟

、

任

上

野

介

、

至

従

三

位

、

左

近

衛

中

将

、

式

部

大

輔

。

剃

髪

号

老

大

故
き
烏
帽
を
得
、
忿
争
し
将

に
闘
は
ん
と
す
。
美
濃
尾
張
の
兵
争
ひ
擐
甲
操
兵
（

鎧

を

着

武

器

を

持

ち

）

信
一
の
旅
寓
を

圍
（
か
こ
）

む
。
痘

（
マ
マ
）

譟
禁
止
す
べ
か
ら
ず
（

騒

ぎ

は

止

め

ら

れ

な

か

っ

た

）
。
信
一
の
兵
、
将
に
銃
矢
を
放
ち
之
を
禦
が
ん
と
す
。

京
師
繹
騒

え
き
そ
う

す
（

騒

ぎ

が

つ

づ

く

）
。
信
一
部
下
を
戒
め
指
麾
法
有
り
。
信
長
之
を
聞
き
大
い
に
怒
り
て
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曰
は
く
「
我
、
援
を
岡
崎
に
乞
ひ
て
信
一
大
功
を
立
て
り
。
汝
等
若 も

し
参
州
一
人
た
り
と
も
殺

さ
ば
則
ち
我
悉
く
汝
輩
を
族
滅
（

一

族

皆

殺

し

）

せ
ん
」
と
。
乃
ち
尾
濃
の
兵
、
事
を
首 は

じ

む
る
者
を
退

け
使
を
遣
し
篤
く
信
一
に
謝
せ
し
む
。
齎

さ
し
だ

す
処
の
鳥
銃
一
口
・
黄
金
四
鎰 い

つ
（

金

貨

の

重

さ

の

単

位

二

十

両

）

を
贈
る
。
事
絞 お

わ

り
、
信
一
岡
崎
に
還
る
。
家

忠

日

記

・

松

栄

紀

事

・

徳

川

歴

代

是
の
月
、
大
将
軍
義
栄
病
卒
す
。
信
長
、
左
馬
頭
源
義
昭
を
京
師
に
納
む
。

十
月
十
八
日
、
義
昭
、
征
夷
大
将
軍
を
拝
す
。
将

軍

家

譜

十
二
月
、
武
田
信
玄
、
将
に
駿
州
を
攻
め
ん
と
し
甲
州
を
発
す
。
神
祖
、
経
界
を
遠
州
と
為 な

し

大
井
河
の

上
ほ
と
り

に
出
屯
す
。
菅
沼
定
盈
及
び
其
臣
今
泉
四
郎
兵
衛
延
傳
を
以
て
郷
導
と
為 な

し
伊
井

谷
を
取
ら
ん
と
欲
す
。
定
盈
曰
は
く
「
井
伊
谷
は
要
害
の
地
な
り
。
同
族
二
郎
右
衛
門
忠
久
・

近
藤
石
見
守
康
用
周

防

守

忠

用

子

、

小

字

勘

介

・
鈴
木
三
郎
大
夫
重
吉
は
平

左

衛

門

重

長

の

子

。

父

子

初

め

今

川

義

元

に

属

す

。
按

ず

る

に

、
鈴

木

家

譜

、
重

吉

重

時

と

作

す

。
松

栄

紀

事

重

路

と

作

す

。
今

鈴

木

重

好

伝

に

従

ふ

井
伊
谷
の
豪
な
り
。

此
の
三
人
を
召
し
采
邑
を
頒
ち
給
は
ば
則
ち
戦
は
ず
し
て
井
伊
谷
を
得
。
此
れ
上
策
な
り
」
と
。
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神
祖
、
之
を
善
し
と
し
進
み
井
伊
谷
に
至
り
印
章
采
地
及
び
誓
書
を
賜
ふ
。
皆
麾
下
に
属
す
る

な
り
。
之
を
井
伊
谷
三
人
衆
と
謂 い

ふ
。
神
祖
の
遠
州
を
得
る
に
其
の
功
居
多

き

ょ

た

（

大

部

分

を

占

め

る

）

な

り
。
年

譜

・

家

忠

日

記

・

松

栄

紀

事

臣
按
ず
る
に
、
有
為
の
主
の
、
四
方
を
経
略
す
る
者
、
必
ず
州
郡
の
豪
傑
に
資
し
其
の
形
勢

を
審
か
に
し
、
然
る
後
に

疆
さ
か
い

を
狗
地
に
拓 ひ

ら

く
を
以
て
其
の
基
業
を

□
（
挽
カ
）

く
を
得
る
な
り
。
漢
の

光
武
、
耿
弇

こ
う
え
ん

（

後

漢

の

武

将

、

建

威

大

将

）

を
得
、
以
て
北
道
主
人
（

道

案

内

）

と
為 な

し
漁
陽
上
谷
の
兵
を

発
す
。
乃
ち
能
く
王
を
破
れ
ば
即
ち
赤
眉
を

勦
ほ
ろ
ぼ

し
竟
に
中
興
の
大
業
を
建
つ
る
な
り
。
織
田

信
長
公
、
美
濃
の
三
士
を
得
以
て
前
駆
と
為
す
。
稲

葉

伊

与

守

義

通

・

氏

家

常

陸

介

入

道

卜

全

・

安

東

伊

賀

守

、

世

謂

之

美

濃

三

人

衆

乃
ち
能
く
斎
藤
竜
興
を
逐 お

ひ
膏 こ

う

腴 ゆ

の
地
（

豊

か

な

地

）

を
取
る
。
以
て
浅
井
・
朝

倉
を
殄 て

ん

滅
（

滅

ぼ

し

つ

く

す

）

し
て
覇
業
を
剏 そ

う

（

＝

創

）

建
す
る
を
得
る
な
り
。
神
祖
、
井
伊
谷
の
三

士
を
得
以
て
郷
導
と
為
す
。
乃
ち
能
く
遠
江
の
地
を

徇
し
た
が

へ
山
河
の
固
き
に
拠
る
。
以
て
甲
斐

の
咽
喉
を
扼 お

さ

え

数
し
ば
し
ば

武
田
信
玄
と
鋒
を
争
ふ
を
得 う

。
卒 つ

い

に
能
く
勝
頼
を
斃
し
て
駿
河
を
取
り
、
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根
本
の
地
を
立
て
為 な

す
な
り
。
是
に
繇よ

り
て
之
を
観
る
に
禍
乱
（

世

の

乱

れ

）

を
戡
定

か
ん
て
い

（

平

定

）

し
基

業
を
恢
弘

か
い
こ
う

（

ひ

ろ

げ

る

）

す
る
は
必
ず
豪
傑
の
士
を
藉 か

る
。
而
し
て
菅
沼
定
盈
言
聴
計
従
（

命

令

に

従

う

）
。
神
祖
、
竟
に
三
士
の
力
を
得
。
君
臣
の
際
美
と
謂
ふ
べ
し
。

信
玄
、
駿
州
に
入
り
由
比
の
側
近
松
野
に
屯
す
。
今
川
氏
真
出
で
清
見
寺
に
屯
す
。
庵
原
安
房

を
以
て
前
鋒
と
為
し
薩 さ

つ

埵た

山 や
ま

に
拠
り
将
に
戦
は
ん
と
す
。
氏
真
の
将
瀬
名
・
朝
比
奈
・
三
浦
・

葛
山
等
皆
信
玄
に
通
欵か

ん

し
営
を
抜
け
駿
府
に
帰
る
。
安
房
の
兵
寡
く
戦
ふ
能
は
ず
、
氏
真
に
駿

府
城
に
帰
る
を
勧
む
。
氏
真
諸
将
の
離
叛
を
知
ら
ず
、
召
し
軍
事
を
議
す
。
重
臣
朝
比
奈
兵
衛

大
夫
先
づ
遁
れ
、
其
の
余
悉
く
叛
き
去
る
。
氏
真
城
を
守
る
能
は
ず
二
千
余
人
を
率
ゐ
土
岐
の

山
家
に
寓
す
。
懸
川
城
に
入
り
朝
比
奈
泰
能
に
依
る
。
年

譜

・

家

忠

日

記

・

代

々

記

・

三

遠

平

均

記

・

松

栄

紀

事

明
年
の
春
に
至
り
、
泰
能
善
く
氏
真
に
事 つ

か

へ
厚
く
士
卒
を

犒
ね
ぎ
ら

ふ
。
創

業

記

是
に
先
ん
じ
氏
真
、
岡

部
二
郎
右
衛
門
正
綱

美

濃

守

常

綱

子

を
し
て
駿
府
の
牙
城
を
守
ら
し
め
、
安
部
大
蔵
元
真
を
し
て

第
二
城
を
守
ら
し
む

諸

士

伝

略

に

拠

る

、

元

真

、

諏

訪

刑

部

信

真

の

子

、

摂

津

守

信

盛

の

祖

父

な

り

。

姓

滋

野

。

岡

崎

元

老

安
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倍

大

蔵

定

吉

と

称

同

じ

く

し

て

人

異

な

れ

り

。

安

部

、

安

倍

既

に

混

淆

し

易

く

、

世

人

多

く

以

為

（

お

も

え

）

ら

く

一

人

な

り

と

。

故

に

之

を

悉
つ
ま
び
ら

か

に

す

信
玄
、
利
を
以
て
二
人
を
誘
ふ
。
正
綱
之
に
従
ひ
、
元
真
聴
か
ず
。
然
る
に
勢
孤
な

り
て
守
る
能
は
ず
。
其
の
子
弥
一
郎
信
勝
と
安
部
谷
に
退
保
す
。
信
玄
、
伊
川
邑
の
民
を
購
ひ

元
真
父
子
を
撃
つ
。
元
真
戦
ひ
敗
れ
僅
か
に
妻
孥
を
率
ゐ
浜
松
に
至
り
降
る
。
神
祖
、
兵
を
遣

し
之
を
援
く
。
元
真
、
再
び
山
路
を
経
、
田
代
・
河
内
二
邑
に
至
り
土
寇
を
撃
ち
之
を

却
し
り
ぞ

く
。

神
祖
、
之
を
褒
む
諸

士

伝

略

信
玄
、
兵
を
遣
し
府
城
を
焼
き
久
能
山
に
屯
す
。
氏
真
の
将
二
十
余

人
信
玄
に
降
る
。
信
玄
、
質
を
徴
め
甲
府
に
送
る
。
氏
真
の
臣
三
浦
与
二
郎
岡
崎
の
質
松
平
康

俊
及
び
酒
井
忠
次
の

女
む
す
め

を
執
り
、
之
を
信
玄
に
致
す
。
徳

川

歴

代

、

与

二

郎

、

与

市

と

作

す

。

義

高

云

は

く

「

二

質

子

を

執

り

甲

府

に

抵

（

い

た

）

し

之

を

信

玄

に

献

ず

」

と

。

按

ず

る

に

、

此

時

信

玄

、

久

能

山

に

屯

し

未

だ

甲

府

に

帰

ら

ず

。

其

の

説

慿

拠

（

＝

証

拠

）

に

足

ら

ず

。

今

取

ら

ず

。
信
玄
、
大
い
に
悦
び
甲
府
に
幽
す
。
兵
を
進
め
駿
州
を
取
ら
ん

と
欲
す
。
氏
真
の
将
由
比
・
浅
原
・
斎
藤
等
並

名

闕

伊
久
見
山
に
拠
り
、
小
原
資
良
・
其
子
三
浦

右
衛
門
、
堅
く
花
沢
城
を
守
り
之
に
拒
ぐ
。
長
谷
川
二
郎
右
衛
門
、
其
の
族
二
十
一
人
と
藤
枝
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城
に
拠
る
。
故
に
信
玄
、
輒
ち
駿
府
に
入
る
を
得
ず
。
右
衛
門
、
氏
真
の
寵
を
受
け
、
義
当 ま

さ

に

死
生
た
る
べ
く
之
を
以
て
懸
川
城
に
在
り
。
而
る
に
以
て
城
主
朝
比
奈
泰
能
と
相
能 ゆ

る

さ
ず
。
故

に
氏
真
と
訣
か
れ
花
沢
城
に
拠
る
。
公
を
忘
れ
私
に

詢
し
た
が

ふ
。
時
の
人
之
を
譏 そ

し

る
。
家

忠

日

記

・

松

栄

紀

事
臣
按
ず
る
に
、
古
よ
り
憸
邪
（
悪
）
の
小
人
、
人
邦
家
を
誤
る
。
必
ず
奢
靡

し

ゃ

び

逸
楽
（

ぜ

い

た

く

で

華

や

か

）

を
以
て
其
の
君
を

蠱
た
ぶ
ら

か
し
、
然
る
後
に
己
に
其
の
欲
す
る
所
を
行
ふ
を
得
る
な
り
。

三
浦
右
衛
門
、
竜
陽
（

戦

国

期

、

王

の

愛

臣

）

の
選
を
以
て
柔
曼

に
ゆ
う
ま
ん

（

な

よ

な

よ

と

し

た

色

香

）

の
態
を

逞
た
く
ま
し

く

し
、
武
事
を
誇
り
以
て
世
臣
を
蔑 い

や

し
む
。
君
寵
に
藉 よ

り
以
て
政
柄
を
握
り
讒
謟

ざ
ん
と
う

壅
蔽

よ
う
へ
い

（

偽

り

を

告

げ

君

主

の

耳

を

ふ

さ

ぐ

）
至
ら
ざ
る
所
無
し
。
其
の
志
、
奢
を
窮
め
欲
を
極
む
る
に

過
あ
や
ま

た
ず
。
而
し

て
掊
克

ほ
う
こ
く

（

お

ご

り

高

ぶ

っ

て

人

を

や

っ

つ

け

る

）

漁
奪
（

民

の

所

有

物

を

む

さ

ぼ

り

獲

る

）
。
駿
遠
二
州
の
民
、
脧サ

削

（

や

せ

ほ

そ

る

）

日
に
甚
し
。
今
川
氏
真
、
晏 あ

ん

然 ぜ
ん

（

の

ん

び

り

）

と
し
て
以
て
良
佐
を
得
る
と
為
す
。

彼
の
好
む
所
我
も
亦
た
之
を
好
む
。
彼
の
為
す
所
我
も
亦
た
之
を
為
す
。
父
讎
を
忘
れ
て
報
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ゆ
る
能
は
ず
。
将
佐
内
叛
し
て
禁
ず
る
能
は
ず
。
舅
氏
（

母

方

の

お

じ

、

又

は

妻

の

父

）

来
侵
し
て
禦
ぐ

能
は
ず
。
流
離
狼
狽
す
る
に
至
り
懸
川
城
に
遁
る
る
に
及
ぶ
。
則
ち
右
衛
門
、
私
嫌
有
る
を
以

て
其
の
行
に
従
は
ず
、
花
沢
城
を
保
ち
自
ら
全
計
を
為
す
。
割
袖
の
恩
、
果
た
し
て
安 い

ず

く
に
か

在
る
。
豹
虎
に
投
げ
畀あ

た

ふ
る
に
豹
虎
食
は
ず
。
百
姓
怨
を
振
ふ
。
衣
を
褫 う

ば

ひ
僇
辱

り
く
じ
ょ
く

す
（

は

ず

か

し

め

る

）
。
而
し
て
舅
氏
啻 た

だ

に
渭 い

陽
の
情
（

太

公

望

の

如

く

君

に

仕

え

る

こ

と

）

無
き
の
み
な
ら
ず
封
豕

ほ

う

し

長
蛇
（

大

き

な

豚

蛇

＝

欲

深

く

残

酷

な

人

）

た
り
。
其
の
呑
噬

ど
ん
ぜ
い

（

侵

略

）

を
肆 つ

ら

ぬ
る
を
以
て
城
郭
灰
燼
、

紅
（
社
カ
）

稷
丘
墟

（

国

土

荒

廃

）
、
神
祖
の
包
荒
の
量
（

心

が

広

く

大

き

い

こ

と

）

を
頼
み
、
氏
真
僅
か
に
死
を
免
か
れ
て
寓

公
た
る
を
得
。
憸
邪
（

悪

）

の
、
邦
家
を
覆
す
こ
と
、
吁 あ

あ

畏 お
そ

る
べ
き
か
な
。

神
祖
、
懸
川
城
を
攻
め
ん
と
欲
し
見
付
駅
に
屯
す
。
兵
を
遣
は
し
井
伊
谷
を
攻
め
之
を
抜
く
。

菅
沼
忠
久
等
を
以
て
郷
導
と
為 な

す
。
刑
部
城
に
進
攻
し
ま
た
之
を
抜
く
。
菅
沼
又
左
衛
門
を
し

て
之
を
守
ら
し
む
。
菅
沼
定
盈
の
功
を
賞
め
書
を
賜
ひ
食
邑
を
紛
ふ
。

（
欄
外
に
「
給
」
あ
り
）

家

忠

日

記

・

松

栄

紀

事

是
の
月
、
今
川
氏
真
引
間
城
を
攻
め
、
江
馬
安
芸
・
江
馬
加
賀
禦
ぐ
能
は
ず
。
妻
孥
を
以
て
質
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と
為
し
罪
を
謝
し
氏
真
に
降
る
。
加
賀
、
神
祖
に
密
告
し
て
曰
は
く
「
氏
真
、
飯
尾
豊
前
を
戮 こ

ろ

し

た
る
よ
り
猜
疑
輟 や

ま
ず
、
引
間
を
急
攻
す
。
故
に
已
む
を
得
ず
降
を
乞
ふ
。
紓じ

ょ

（

ゆ

る

や

か

）

以
て

一
朝
の
難
（

一

大

事

）

敢
へ
て

貳
ふ
た
ご
こ
ろ

を
懐 お

も

ふ
に
非
ら
ず
。
願
は
く
は
之
を
亮 た

す

け
よ
」
と
。
神
祖
之
を

聴
く
。
加
賀
、
之
を
安
芸
に
告
ぐ
。
安
芸
、
以
為

お
も
え
ら

く
「
我
を
売
り
己
の
為
に
す
」
と
。
深
く
之

を
憾
み
、
遂
に
加
賀
を
招
き
之
を
刺
殺
す
。
加
賀
の
従
士
小
野
田
彦
右
衛
門
、
立
ち
ど
こ
ろ
に

安
芸
を
殺
す
。
神
祖
、
遠
州
安
間
頭
陀
寺
に
屯
す
。
彦
右
衛
門
、
价 か

い

（

兵

士

）

を
馳
せ
之
を
告
ぐ
。

神
祖
、
引
間
城
に
入
り
其
の
功
を
賞
む
。
年

譜

・

創

業

記

・

家

忠

日

記

・

松

栄

紀

事

〇

徳

川

記

・

徳

川

歴

代

・

年

譜

附

尾

並

び

曰

は

く
「

十

年

、
飯

尾

豊

前

守

殺

さ

れ

、
其

の

妻

引

間

城

を

守

る

」
と

。
神

祖

、
使

を

遣

は

し

之

を

諭

し

て

曰

は

く
「

城

を

致
（

の

）

け

ば

則

ち

当

に

豊

前

守

の

旧

邑

を

給

ふ

べ

し

。

家

士

を

し

て

流

寓

せ

し

め

ず

」

と

。

妻

、

対

へ

て

曰

は

く

「

妾

、

婦

女

た

り

と

雖

も

弓

馬

の

家

に

生

ま

る

。

城

を

致

（

の

）

き

て

去

る

は

其

の

素

懐

（

本

望

）

に

非

ら

ず

」

と

。

十

二

月

二

十

四

日

、

神

祖

、

兵

を

遣

は

し

之

を

攻

む

。
利

な

ら

ず

。
翊

日
（

よ

く

じ

つ

）
、
外

郭

を

攻

め

破

り

城

兵

の

死

者

二

百

余

人

、
我

兵

の

戦

死

三

百

余

人

。
妻

擐

甲
（

か

ん

こ

う

＝

鎧

を

着

る

）

乱

髪

、

眉

尖

刀

を

揮

ひ

侍

女

十

七

人

を

左

右

に

列

ね

開

門

し

て

出

で

縦

横

に

突

戦

す

。

我

が

兵

披

靡

し

（

お

そ

れ

逃

げ

る

）

妻
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と

侍

女

と

皆

戦

死

す

。

神

祖

、

之

を

惜

し

む

、

其

の

事

頗

る

偉

然

た

り

と

。

年

譜

正

文

・

創

業

記

・

家

忠

日

記

・

松

栄

紀

事

等

の

書

皆

其

の

事

無

し

。

豊

前

殺

さ

る

る

は

実

は

八

年

に

在

り

て

江

馬

・

安

芸

・

加

賀

、

八

年

よ

り

是

の

年

に

至

り

引

間

城

を

守

る

。

蓋

し

豊

前

の

妻

城

中

に

在

り

、

安

芸

・

加

賀

に

従

は

ず

。

附

し

以

て

考

に

備

ふ

遠
州
高
天
神
城
主
小
笠
原
与
八
郎
氏
興

左

京

進

春

儀

子

、
称

美

作

守

馬
伏

ま

ぶ

し

塚
城
主
小
笠
原
美
濃
守

馬

伏

塚

或

は

真

虫
（

ま

む

し

）
塚

と

作

す

。
又

伊
（

こ

の

）
蚖

瑜
（

ま

む

し

）

国

音

転

訛

す

。

按

ず

る

に

、

小

笠

原

家

譜

、

左

京

進

春

儀

、

馬

伏

塚

よ

り

移

り

高

天

神

城

主

と

為

る

。

而

し

て

松

栄

紀

事

、

美

濃

守

と

書

き

、

家

譜

美

濃

守

無

き

は

未

詳

氏
真
・
信
玄
両
将
の
成
敗
（

処

置

）

を
観
望
し
、
未
だ
適
従
を
決
せ
ず
。
神

祖
、
小
笠
原
康
元
及
び
其
の
族
大
膳
亮
・
伊
与
守

二

人

名

闕

に
命
じ
之
を
招
き
諭
さ
し
む
。
康
元

高
天
神
に
往
く
。
氏
興
信
玄
に
属
さ
ん
と
欲
し
質
を
携
へ
甲
府
に
赴
く
。
諸 こ

れ

と
塗 み

ち

に

過
（
遇
ヵ
）

ふ
。
康

元
諭
し
納
欵
せ
し
め
与
俱

と

も

に
岡
崎
に
至
る
。
神
祖
、
其
の
功
を
嘉
び
采
邑
を
加
へ
給
ふ

年

譜

・

家

忠

日

記

・

松

栄

紀

事

信
玄
の
将
秋
山
伯
耆
晴
近

年

譜

・

家

忠

日

記

・

松

栄

紀

事

、

晴

近

、

信

友

と

作

す

。

而

し

て

松

栄

紀

事

、

元

亀

元

年

以

後

晴

近

と

作

す

。

甲

陽

軍

鑑

と

合

ふ

。

蓋

し

名

を

改

む

る

な

り

。

今

定

め

晴

近

と

為

す

久
野
城
に
使
ひ
し
久

能
宗
能
を
招
か
し
む
。
宗
能
従
は
ず
。
晴
近
怒
り
平
尾
村
に

陳
（
陣
）

し
久
能
城
を
攻
む
。
宗
能
鼻
闕
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淵
に
拠
り
之
を
拒
ぐ
。
是
に
先
ん
じ
神
祖
、
酒
井
忠
次
を
し
て
宗
能
を
諭
し
懸
川
の
役
に
従
は

し
む
。
故
に
晴
近
の
使
を
拒
む
。
晴
近
、
乃
ち
営
を
見
付
に
移
す
。
神
祖
、
奥
平
道
文

監

物

貞

昌

子

貞

勝

、

剃

髪

号

道

文

、

文

或

作

汶

・
菅
沼
伊
豆
守
満
直
・
菅
沼
新
九
郎
正
員
等

松

栄

紀

事

、

正

員

或

作

正

貞

。

蓋

誤

を
し
て
之
と
闘
は
し
む
。
利
あ
ら
ず
。
晴
近
勝
に
乗
じ
引
間
に
至
り
遠
州
を
略
せ
ん
と
欲
す
。

乾
城
主

乾

或

作

犬

井

。

国

音

相

通

天
野
宮
内
右
衛
門
景
貫
、
兵
を
引
き
傍
近

ぼ
う
き
ん

（

そ

の

あ

た

り

）
に
会
ふ
。

神
祖
、
使
を
遣
は
し
晴
近
を
責
め
て
曰
は
く
「
吾
、
引
間
に
在
り
。
遠
州
を
平
定
せ
ん
と
欲
す
。

汝
何
ぞ
敢
へ
て
梗 こ

う

を
為
す
や
（

ど

う

し

て

抵

抗

す

る

の

だ

）
。

須
す
べ
か

ら
く
速
や
か
に
引
き
去
る
べ
し
。
然
ら

ざ
れ
ば
吾
将
に
汝
を
撃
た
ん
と
す
」
と
。
晴
近
懼
れ
兵
を
戢ひ

き
信
州
伊
奈
に
帰
る
。
久
能
宗
能
、

其
子
千
菊
丸
を
し
て
岡
崎
に
質
せ
し
め
久
能
に
帰
る
。
神
祖
、
之
を
褒
め
書
を
賜
ひ
旧
邑
を
授

け
別
に
食
邑
を
千
菊
丸
に
賜
ふ
年

譜

・

家

忠

日

記

・

松

栄

紀

事

十
二
年
己
巳
正
月
、
神
祖
、
懸
川
城
を
攻
め
ん
と
欲
し
自
ら
八
千
余
騎
を
率
ゐ
吉
田
に
次 と

ま

る
。

諸
将
を
召
し
軍
謀
を
諮
る
。
酒
井
忠
次
・
石
川
家
成
・
本
多
廣
孝
・
植
村
家
政
・
松
平
弥
左
衛
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門
・
小
栗
仁
右
衛
門
等
前
鋒
を
為 な

す
。
酒
井
正
親
・
松
平
清
宗
・
松
平
家
廣
・
加
藤
播
磨
守
景

元
・
平
岩
親
吉
・
戸
田
因
幡
守
・
松
井
忠
次
按

ず

る

に

、

松

井

左

近

忠

次

、

六

年

閏

十

二

月

、

松

平

氏

を

賜

ふ

。

七

年

以

後

当

に

松

平

忠

次

と

書

く

べ

し

。
然

る

に

曰

は

く

、
時

に

松

平

左

近

真

乗

有

り

と

。
諸

書

其

嫌

を

避

く

る

に

似

た

り

。
皆

松

井

と

書

く

。

今

之

に

従

ふ

・
菅
沼
定
盈
等
之
に
属
す
。
石
川
数
正
・
本
多
忠
真
・
其
の
姪
忠
勝
・
天
野
康
景
・

高
力
清
長
等
麾
下
に
在
り
。
内
藤
信
成
・
本
多
重
次
・
渡
辺
守
綱
・
榊
原
弥
兵
衛
等
軍
監
を
為 な

す
。

康
景
・
清
長
・
重
次
に
命
じ
、
令
三
章
を
下
し
軍
士
に
剽
掠
（

掠

奪

）

を
禁
ず
。
神
祖
、
浜
松
橋
輪

の
法
華
寺
に
屯
す
。
時
に
武
田
信
玄
小
田
原
を
攻
め
北
條
氏
康
父
子
と
戦
ふ
。
信
玄
駿
府
に
軍

す
。
神
祖
、
山
岡
半
左
衛
門
・
植
村
与
左
衛
門
を
以
て
使
と
し
て
信
玄
に
謂
は
し
め
て
曰
は
く

「
今
川
氏
真
懸
川
城
に
在
り
。
我
之
を
抜
く
は
難
か
ら
ず
。
然
れ
ば
則
ち
大
井
河
を
以
て
界
と

為
し
前
約
の
如
く
卿
、

須
す
べ
か

ら
く
駿
州
を
取
る
べ
し
」
と
。
信
玄

諾
う
べ
な

ひ
て
曰
は
く
「
遠
州
、
卿
須

ら
く
略
し
て
之
を
有 も

つ
べ
し
。
豈
に
敢
へ
て
約
に
倍 そ

む

か
ん
や
」
と
。
神
祖
、
乃
ち
見
付
の
故
城

を
毀 こ

ぼ

ち
隍 ほ

り

を
浚 さ

ら

ひ
垣
を
崇 た

か

く
し
、
将
に
懸
川
に
逼
ら
ん
と
す
。
氏
真
の
将
朝
比
奈
兵
衛
尉
、
引
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間
を
守
る
。
按

ず

る

に

、

兵

衛

太

夫

、

兵

衛

尉

一

人

な

る

か

と

疑

ふ

。

然

る

に

兵

衛

太

夫

、

前

に

氏

真

に

叛

き

出

奔

す

。

応

に

復

た

将

た

る

べ

か

ら

ず

。

故

に

本

書

に

従

ひ

二

人

と

定

め

為

す

百
姓
岡
崎
兵
を
畏
れ

繦
き
ょ
う

負
し
城
に
入
る
も
の
三
千
人

に
幾 ち

か

し
。
流
言
し
て
参
河
の
大
兵
懸
川
・
引
間
を
充
塞
し
、
人
氏
を
屠 ほ

ふ

ら
ん
と
欲
す
、
故
に
遁

れ
此
に
至
る
と
言
ふ
。
兵
衛
尉
大
い
に

駭
お
ど
ろ

く
。

八
日
、
城
を
棄
て
走 に

げ
懸
川
城
に
入
る
。
百
姓
を
諭
し
岡
崎
兵
を
迎
ふ
。
神
祖
、
之
を
聞
き
石

川
数
正
・
天
野
康
景
を
引
間
に
遣
は
し
城
郭
を
灑
掃

さ
い
そ
う

（

そ

う

じ

す

る

）

し
百
姓
を
綏
撫

す

い

ぶ

（

安

心

さ

せ

る

）

し

引
間
城
に
移
り
入
る
。

十
二
日
、
懸
川
城
を
攻
む
。
前
軍
は
桑
田
邑
に

陳
（
陣
）

し
後
軍
は
曽
我
山
に
陳
す
。
小
笠
原
氏
興
・

久
能
宗
能
、
天
王
山
に

陳
（
陣
）

し
渡
辺
守
綱
・
本
多
重
次
諸
軍
を
巡
り
て
合
図
す
。
城
兵
出
て
戦
ふ
。

久
能
宗
能
、
金
丸
山
を
攻
む
。
城
兵
日
根
野
備
中
・
弟
弥
二
右
衛
門
弥
吉
等
善
く
之
を
拒
ぐ
。

宗
能
敗
衂

は
い
じ
く

し
（

く

じ

け

）

我
が
兵
之
を
救
ふ
。
互
ひ
に
死
傷
多
し
。
神
祖
其
の
功
無
き
を
怒
る
。



烈祖成績（二） 53

十
七
日
、
天
王
山
に
移
営
す
。
松

栄

紀

事

二
十
日
、
氏
真
潜
か
に
使
を
久
能
八
左
衛
門
の
営
に
遣
は
し
、
其
の
族
に
勧
め
、
夜
我
軍
を
挟

撃
す
る
を
約
す
。
因
り
て

啗
く
ら
わ

す
に
利
を
以
て
す
。
久
能
宗
能
の
弟
淡
路
守
宗
益
・
佐
渡
守
宗
憲
・

叔
父
弾
正
忠
宗
政
及
び
采
女
将
監
等
二

人

名

闕

皆
之
に
応
ず
。
宗
能
を
招
き
叛
を
勧
む
。
宗
能
従

は
ず
。

翌
日
、
氏
真
、
又
使
を
遣
は
し
期
を
刻
み
（

期

日

を

き

め

る

）

明
夜
営
を
襲
ふ
を
約
す
。
宗
益
等
議
し

宗
能
を
殺
し
功
を
立
て
ん
と
欲
す
。
八
左
衛
門
以
為
ら
く
「
宗
能
は
吾
が
宗
世
の
嫡
な
り
。
質

を
婁 ひ

き
（

引

き

連

ね

る

）

岡
崎
既
に

居

（
欄
外
に
「
君
」
）

臣
の
分
を
定
む
。
之
を
殺
す
は
不
祥
（

不

吉

）

な
り
」
と
。

乃
ち
氏
真
の
使
の
、
を
執 と

ら

へ
宗
能
に
報
す
。
宗
能
、
神
祖
の
営
に

抵
（
至
）

り
状
を
告
ぐ
。
神
祖
、
松

平
与
一
忠
正
監

物

家

次

子

・
植
村
家
政
・
菅
沼
定
盈
・
三
宅
総
右
衛
門
康
貞
を
以
て
援
を
為
し
久

能
の
牙
城
を
守
ら
し
む
。
宗
能
、
羅
城
を
守
り
遂
に
宗
益
を
撃
ち
之
を
殺
し
、
宗
憲
・
宗
政
及

び
采
女
将
監
を
逐
ふ
。
年

譜

・

家

忠

日

記

・

徳

川

記

・

松

栄

紀

事
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二
十
二
日
夜
、
神
祖
、
氏
真
の
出
兵
を
策
す
。
大
須
賀
五
郎
左
衛
門
康
高
千

葉

氏

之

裔

、

父

名

闕

。

後

賜

松

平

氏

。

為

遠

州

横

須

賀

城

主

・
大
久
保
忠
世
・
本
多
廣
孝
・
松
井
忠
次
・
水
野
忠
重
を
以
て
将
と
為
し

兵
を
懸
川
城
門
の

側
か
た
わ
ら

に
伏
す
。
今
川
氏
真
、
久
能
宗
益
の
殺
さ
る
る
を
知
ら
ず
。
夜
深
く
出
兵

し
営
を
襲
ふ
。
伏
起
邀
撃
す
。
城
兵
拒
戦
し
黎
明
力
屈
し
て
退
く
。
内
藤
正
成
・
小
阪
新
助
・

大
久
保
忠
佐
尾
撃
し
城
に
入
る
。
日
根
野
備
中
兄
弟
力
戦
し
之
を
禦
ぐ
。
林
藤
左
衛
門
・
加
藤

孫
二
郎
・
松
下
新
介
・
小
林
勝
之
助
重
真
、
戦
死
す
。
按

ず

る

に

、

慶

長

十

九

年

大

坂

の

役

、

台

廟

槍

本

（

奉

カ

）

行

に

小

林

勝

之

助

正

次

有

り

。

蓋

し

重

真

の

子

或

は

孫

な

り

。

未

詳

松
井
忠
次
の
兵
、
左
右
田
与
平
・
岡
田
作
右
衛

門
・
石
川
新
兵
衛
等
槍
を
提
げ
突
戦
す
。
敵
兵
死
す
る
者
多
し
。
備
中
の
従
兵
伊
藤
武
兵
衛
、

衆
に
先
ん
じ
て
進
み
、
水
野
忠
重
槍
を
揮
ひ
之
を
鏦つ

き
殺
し
将
に
首
を
取
ら
ん
と
す
。

掠
（
椋
カ
）

原
次

右
衛
門
其
の
首
を
乞
ひ
忠
重
之
を
許
す
。
次
右
衛
門
以
て
己
の
功
と
為
す
。
忠
重
、
又
大
谷
七

十
郎
を
撃
ち
之
を
殺
す
。
大
久
保
忠
佐
、
近
松
丹
波
の
首
を
獲
る
。
家

忠

日

記

・

松

栄

紀

事

。

松

栄

紀

事

・

諸

士

伝

略

並

び

曰

は

く

「

忠

佐

、

又

敵

一

人

を

殺

し

姪

忠

鄰

を

し

て

其

の

首

を

取

ら

し

む

。

忠

鄰

時

に

十

七

歳

。

己

の

功

に

非

ざ

る

を

以
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て

肯

ん

ぜ

ず

。

進

み

敵

兵

を

撃

ち

首

級

を

獲

る

」

と

。

按

ず

る

に

、

十

一

年

堀

川

の

戦

、

忠

鄰

首

級

を

獲

る

。

上

文

を

見

る

に

此

と

本

多

忠

勝

の

事

と

叔

姪

相

類

す

。
疑

ふ

ら

く

は

伝

聞

の

繆

有

ら

ん

か

と

。
始

め

此

に

附

し

以

て

後

攷

を

待

つ

水
野
太
郎
作
、
日
根
野

弥
吉
を
斬
る
。
内
藤
信
成
銃
に
中
り
て

仆
た
お
れ

る
。
敵
其
の
首
を
取
ら
ん
と
欲
す
。
内
藤
家
長
敵
を

射
、
之
を
却
く
。
松
平
近
乗
・
松
平
伊
忠
・
内
藤
正
成
・
渡
辺
守
綱
・
服
部
半
蔵
正
総

後

称

伊

賀

守

。

松

栄

紀

事

作

正

成

。

今

訂

之

衆
に

挺
ぬ
き
ん

で
力
戦
す
。
城
兵
間
を
伺
ひ
門
を
闔 と

じ
出
で
ず
。
諸
将
、
軍
を

斂 あ
つ

め
て
退
く
。
年

譜

・

家

忠

日

記

・

松

栄

紀

事

二
十
三
日
、
城
兵
、
天
王
山
に
出
陣
す
。
長
篠
の
将
菅
沼
左
衛
門
貞
景
先
登
し
戦
死
す
。
段
嶺

の
将
菅
沼
刑
部
の
族
信
濃
守
、
敵
を
撃
ち
走
る
。
松

栄

紀

事

二
月
、
神
祖
、
士
馬

を

林

め

（
欄
外
に
「
休
」
あ
り
）

ん
と
欲
し
兵
を
引
き
見
付
に
帰
る
。
岡
崎
兵
を
し
て
逓 か

わ

り
て
河

田
村
砦
を
守
ら
し
む
。
奥
平
貞
能
及
び
菅
沼
の
族
を
し
て
笠
町
砦
を
守
ら
し
む
。
久
能
宗
能
、

久
能
砦
を
守
り
、
小
笠
原
氏
興
、
曽
我
山
砦
を
守
る
。
家

忠

日

記

・

松

栄

紀

事

神
祖
、
城
を
鎌
田
原
に

築
か
ん
と
欲
し
山
本
成
行
を
し
て
之
を
経
営
せ
し
め
、
役

下
（
丁
カ
）

を

差
つ
か
わ

す
。
遠
州
の
土
豪
濵
名
肥
前
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守
頼
廣
・
後
藤
佐
渡
守
・
気
賀
の
土
豪
新
田
友
作
等
未
だ
服
従
せ
ず
。
頼
廣
の
家
士
諌
め
て
曰

は
く
「
家

□
（
康
）

公
、
当
時
の
名
将
た
り
。
浜
松
皆
服
す
。
速
や
か
に
降
る
に
如
か
ず
」
と
。
供
役

を
点
丁

て
ん
て
い

（

か

ぞ

え

る

）

し
頼
廣
之
に
従
ふ
。
佐
渡
守
に
勧
め
俱
に
降
る
。
佐
渡
守
騎 の

り
て
営
前
に
遇

ふ
。
神
祖
、
怒
り
之
を
殺
さ
し
む
。
頼
廣
罪
を
懼
れ
亡
げ
去
る
。
其
の
族
大
谷
安
芸
守
政
頼
、

弟
金
太
夫
頼
次
と
濵
名
城
に
拠
り
命 め

い

を
阻
む
。
神
祖
、
本
多
忠
勝
・
戸
田
忠
次
を
遣
は
し
濵
名
・

都
築
二
城
を
視 み

し
む
。
二
人
、
二
城
皆
険
要
に
拠
り
之
を
攻
む
る
に

輒
す
な
わ

ち
抜
き
難
し
と
復
命
す
。

神
祖
、
使
を
遣
は
し
之
を
諭
す
。
二
城
降
る
。
忠
勝
・
忠
次
を
し
て
濵
名
城
を
戍 ま

も

ら
し
む
。
城

兵
、
多
く
其
の
与
力
と
為 な

る
。
本
多
信
俊
を
し
て
都
筑
城
を
戍
ら
し
む
。
佐
渡
守
拠
る
所
の
日

比
沢
城
、
兵
亦
た
降
り
、
忠
勝
・
忠
次
往
き
之
を
受
く
。
新
田
友
作
、
援
を
失
ひ
気
賀
を
棄
て

出
奔
す
。
松

栄

紀

事

。

本

書

曰

は

く

秋

山

晴

近

、

去

年

よ

り

遠

州

に

出

屯

す

。

神

祖

、

以

て

国

界

を

定

め

使

を

甲

府

に

遣

は

し

其

の

負

約

（

そ

む

く

）

を

告

げ

し

む

。

正

月

八

日

、

信

玄

の

書

到

り

、

答

以

て

約

の

如

し

。

神

祖

、

以

為

ら

く

「

晴

近

、

濡

滞

（

じ

ゅ

た

い

＝

ぐ

ず

つ

く

）

せ

ば

則

ち

兵

を

移

し

之

を

攻

め

ん

」

と

。

晴

近

恐

懼

し

是

の

月

兵

を

引

き

駿

州

に

入

る

。

本

書

に

拠

れ

ば

、

去

年

十

二

月

、
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神

祖

其

の

違

約

を

責

め

、

晴

近

、

兵

を

引

き

信

州

伊

奈

に

帰

る

と

。

蓋

し

十

二

月

、

神

祖

、

晴

近

を

責

め

使

を

甲

府

に

遣

は

す

。

而

し

て

正

月

、
信

玄

の

書

到

り

、
晴

近

、
神

祖

を

畏

る

。
兵

を

加

へ

駿

府

に

留

め

て

伊

奈

に

帰

る

な

り

。
本

書

折
（

マ

マ

）
二

事

と

為

す

は

誤

り

。

故

に

書

か

ず

。

三
月
五
日
、
神
祖
、
懸
川
城
を
攻
む
。
前
軍
本
多
忠
勝
・
松
平
伊
忠
、
城
将
朝
比
奈
泰
能
・
三

浦
監
物
と
戦
ひ
、
伊
忠
の
兵
石
原
十
助
、
城
門
に
向
ひ
射
る
。
敵
之
に
中
る
。
敵
未
だ
鞍
を
離

れ
ざ
る
に
第
二
矢
を
放
ち
之
を
斃 た

お

す
。
城
将
、
其
の
矢
を
注
ぐ
こ
と
迅
速
な
る
に
感
じ
、
矢
を

描
金
の
団
扇
に
載
せ
伊
忠
の
営
に
送
る
。

七
日
、
大
須
賀
康
高
・
榊
原
康
政
西
宿
に
戦
ひ
、
菅
沼
三
九
郎
、
笠
原
七
郎
兵
衛
を
斬
る
。
高

橋
傳
七
郎
、
朝
比
奈
小
三
郎
を
斬
る
。
松
下
加
兵
衛
、
菅
沼
帯
刀
を
斬
る
。
本
多
正
重
、
新
谷

小
介
を
斬
る
。
中
山
是
非
之
助
、
伊
藤
左
近
を
斬
る
。
高
力
清
長
、
粟
飯
原
平
左
衛
門
を
斬
る
。

各
首
級
を
獲
る
。
林
傳
四
郎
吉
勝
、
三
騎
を
射
殺
す
。
安
松
矢
之
助
敵
の
多
く
の
兵
を
射
之
を

却
し
り
ぞ

く
。
菅
沼
定
盈
、
奮
戦
し
、
其
の
兵
菅
沼
弥
太
郎
・
今
泉
甚
助
等
敵
と
槍
を
接
す
。
彦
阪
小
作
、
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箭
を
放
ち
多
く
敵
兵
を
斃
す
。
本
多
康
重
年
甫
十
六
、
敵
を
撃
ち
之
を
殪
す
。
其
の
兵
、
本
多

左
馬
助
・
吉
見
孫
八
郎
及
び
奥
平
貞
能
の
兵
名
倉
五
郎
作
、
槍
を
揮
ひ
刀
闘
す
。
松
平
忠
正
・

菅
沼
藤
蔵
定
政
兵

部

少

輔

定

明

子

、

後

改

土

岐

氏

為

山

城

守

各
戦
功
有
り
。
城
将
泰
能
監
物
及
び
笠
原
出
羽

守
等
拒
戦
し
退
か
ず
。
伊
藤
治
部
・
伊
藤
掃
部
等
将
校
多
く
死
し
遂
に
敗
走
す
。
凡
そ
城
兵
を

斬
る
こ
と
一
百
八
十
人
、
加
藤
市
十
郎
正
重
以
下
我
兵
の
死
者
六
十
余
人
。
大
久
保
甚
十
郎
重

創
を

被
こ
う
む

り
戦
ふ
能
は
ず
。
我
兵
の
善
く
闘
ふ
者
を
熟
視
し
、

備
つ
ぶ
さ

に
主
将
に
告
ぐ
。
人
其
勇
に
服

す
。
諸
将
勝
に
乗
り
竹
牌 は

い

を
列
し

□
（
環
）

（

ま

る

）

く
し
て
（

矢

を

防

ぐ

た

め

竹

を

車

状

に

た

て

）

之
を
攻
む
。
城

兵
船
数
艘
に
乗
り
懸
塚
浦
に
到
り
我
軍
の
後
を
邀 せ

め
ん
と
欲
す
。
神
祖
、
大
須
賀
康
高
・
榊
原

康
政
・
鳥
居
元
忠
を
し
て
之
を
急
撃
せ
し
め
、
斬
る
獲 く

び

頗
る
多
し
。
敵
兵
走
舸 か

（

は

や

ぶ

ね

）

に
て

遁
げ
去
る
。
家

忠

日

記

・

徳

川

記

・

徳

川

歴

代

・

松

栄

紀

事

氏
真
懸
川
城
を
度 は

か

り
（

＝

計

り

、

手

に

入

れ

よ

う

と

す

る

）

終
に
保
つ
べ
か
ら
ず
。
朝
比
奈
弥
太
郎
泰
勝
を
石
川
家
成
・
酒
井
正
親
の
営
に
遣
は
し
和
を
乞

ふ
。
泰

勝

右

兵

衛

泰

雄

兄

、

後

更

称

宗

左

衛

門

、

子

孫

事

水

戸

威

公

神
祖
、
浅
原
主
殿
を
し
て
小
倉
資
久
に
謂
は
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し
め
て
曰
は
く
「
我
、
幼
き
よ
り
義
元
の
扶
助
を
受
け
素 も

と

氏
真
に
帰
心
す
（

服

従

す

る

）
、
中
に
讒
（

悪

口

を

言

う

）

を
為 な

す
者
間
を
構
へ
遂
に
交
兵
（

戦

闘

）

に
至
る
。
邦
人
離
叛
し
封
疆

ほ
う
き
ょ
う

（

境

界

）

日
に
蹙 せ

ま

る
。

今
遠
江
全
州
の
地
を
以
て
我
に
与
へ
ば
則
ち
北
條
氏
康
と
協
謀
し
信
玄
を
撃
退
し
、
駿
府
を
復

さ
し
め
ん
。
然
ら
ざ
れ
ば
信

寺
（
玄
カ
）

の
、
遠
江
を
取
る
こ
と
亦
駿
府
の
如
し
」
と
。
氏
真
聞
き
て
之

を
然
り
と
す
。
乃
ち
資
久
を
神
祖
の
営
に
遣
は
し
、
誓
書
を
齎 そ

ろ

へ
約
を
定
む
。
懸
川
は
形
勝
の

地
な
り
。
糧
食
充
牣

じ
ゅ
う
じ
ん

す
（

み

ち

る

）
。
神
祖
、
其
の
反
覆
を
慮 お

も

ひ
砦
数
所
を
築
く
。
作
手
の
将
奥
平

貞
能
・
段
嶺
の
将
菅
沼
刑
部
・
長
篠
の
将
菅
沼
正
員
を
し
て

全
（
金
カ
）

丸
山
に
拠
ら
し
む
。
酒
井
忠
次

河
田
村
に
拠
り
、
小
笠
原
氏
興
小
笠
山
に
拠
る
。
秦

湘

行

記

曰

、

小

笠

原

与

八

郎

居

城

高

天

神

側

有

山

、

曰

小

笠

原

山

、
里

民

称

小

笠

山

、
拠

此

小

笠

原

山

即

小

笠

山

也

久
能
宗
能
久
能
に
拠
り
之
を
守
る
。
年

譜

・

家

忠

日

記

・

松

栄

紀

事

神
祖
、
将
に
岡
崎
に
還
ら
ん
と
す
。
気
賀
の
残
党
又
起
つ
。
土
寇
相

聚
あ
つ
ま

り
尾
藤
主
膳
・
村
山
修

理
を
以
て
将
と
為
す
。
内
山
党

松

栄

紀

事

云

、

給

人

と

称

す

る

百

姓

な

り

及
び
祠
官
僧
徒
等
気
賀
の
北
呉

石
邑
に
麏
集

き
ん
し
ゅ
う

す
（

む

ら

が

る

）
。
大
川
有
り
。
賊
隍 ほ

り

を
鑿 う

が

ち
呉
水
を
湛 た

た

へ
要
害
と
為
す
。
屯
聚

と
ん
し
ゅ
う

一
千



烈祖成績（二） 60

六
百
人
。
之
を
堀
川
と
謂
ふ
。
松

栄

紀

事

。

按

ず

る

に

、

本

書

十

一

年

三

月

、

尾

藤

主

膳

・

村

山

修

理

堀

川

城

に

拠

る

と

。

然

れ

ば

則

ち

堀

川

の

称
し
ょ
う

此

に

始

ま

る

に

非

ず

。

蓋

し

本

書

重

複

、

説

下

見

賊
徒

ぞ

く

と

相
議 は

か

り
神
祖
の
帰
路
を
邀 う

た
ん
と
欲

す
。
神
祖
、
之
を
知
ら
ず
。
僅
か
に
十
七
騎
に
て
過
ぐ
。
賊
其
の
兵
の
寡
き
を
見
、
神
祖
と
以
為

お

も

わ

ず
。
石
川
数
正

殿
し
ん
が
り

に
て
過
ぐ
る
に
及
び
、
賊
始
め
て
之
を
覚 さ

と

り
其
の
出
撃
せ
ざ
る
を
悔
ゆ
。
神

祖
、
岡
崎
の
将
兵
を
発
し
之
を
攻
む
。
賊
堅
守
し
降
ら
ず
。
小
林
権
大
夫
戦
死
す
。
地
勢
険
隘

け
ん
あ
い

（

険

し

く

狭

い

）

に
し
て
急
攻
し
難
し
。
告
美
邑
よ
り
海
路
を
取
り
宇
布
見
邑
に
至
り
浜
松
に
陣
す
。
松

栄

紀

事

曰

は

く

「

山

の

後

平

松

崎

に

陣

す

。

古

松

有

り

。

今

猶

ほ

存

す

。

俗

に

御

殿

松

と

称

す

」

と

堀
川
城
は
海
を
枕
に
し

潮
盈 み

つ
れ
ば
則
ち
賊
、
船
に
乗
り
出
入
す
。
潮
退
け
ば
則
ち
巉 ぜ

ん

岩

峭
し
ょ
う

壁
（

山

が

鋭

く

切

り

立

つ

）

陸
路

纔
わ
ず
か

に
一
面
な
り
。

是
の
日
潮
大
い
に
落
ち
我
軍
斉
（

い

っ

せ

い

に

）

攻
（

欄

外

に

攻

の

字

ア

リ

）

し
賊
を
殺
す
こ
と
其
の
半
ば
を

過
ぎ
た
り
。
森
川
氏
俊
戦
功
有
り
。
榊
原
康
政
先
登
し
創
せ
ら
る
。
平
井
甚
五
郎
・
大
久
保
甚

十
郎
・
小
林
平
太
夫
重
直
等
戦
死
す
る
者
十
六
人
。
神
祖
、
諸
将
に
命
ず
る
に
「
百
姓
を

脇

従

き
ょ
う
じ
ゅ
う
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（

か

か

え

服

従

さ

せ

る

）

せ
よ
。
必
ず
大
乱
を
為
す
に
至
ら
ず
。
屠
戮

と

り

く

（

む

ざ

ん

に

殺

す

）

す
べ
か
ら
ず
」
と
。

残
党
六
七
百
人
を
赦
す
。
子
孫
今
気
賀
の
郷
里
に
在
り
。
神
祖
、
石
川
数
正
・
弟
半
三
郎
の
鷙
猛

し

も

う

を
以
て
之
を
宰
治
せ
し
む
。
寇
賊
屛へ

い

息
す
（

お

そ

れ

ち

ぢ

こ

ま

る

）
。
松

栄

紀

事

。

年

譜

・

家

忠

日

記

・

松

栄

紀

事

・

年

譜

附

尾

並

び

云

ふ

「

十

一

年

三

月

、

堀

川

城

を

攻

め

之

を

抜

く

。

大

久

保

甚

十

郎

・

平

井

甚

五

郎

・

小

林

平

太

夫

等

戦

死

す

」

と

。

創

業

記

・

徳

川

記

・

徳

川

歴

代

並

び

て

是

の

年

に

係

く

。

松

栄

紀

事

と

合

ふ

。

創

業

記

一

説

に

去

年

三

月

七

日

の

事

と

為

す

。

然

れ

ば

則

ち

諸

書

去

年

三

月

に

係

く

る

は

亦

従

来

す

る

所

有

り

。

而

し

て

松

栄

紀

事

の

「

戦

死

三

人

及

び

森

川

氏

俊

の

武

功

」

皆

塁

出

す

。

然

る

叙

事

詳

悉

な

り

。

蓋

し

拠

る

所

有

ら

ん

。

故

に

去

年

三

月

堀

川

城

を

攻

む

。

下

に

戦

死

の

人

命

を

刪

り

て

此

に

書

く

。

二

事

に

非

ず

と

決

す

と

雖

も

載

定

す

る

所

無

し

。

今

並

存

し

以

て

後

考

を

俟

つ

是
の
月
、
大
沢
基
胤
拠
る
所
の
堀
江
城
を
攻
む
。
渡
辺
図
書
を
以
て
之
を
監 み

し
む
。
松

栄

紀

事

曰

図

書

山

城

守

茂

子

菅
沼
定
盈
戦
功
有
り
。
近
藤
康
用
甲
を
被 か

む

ら
ず
隍 ほ

り

を
超
え
城
壁
に
乗
る
。
鈴
木
重
吉

戦
死
す
。
其
の
子
平
兵
衛
重
好
嗣
ぐ
。
時
に
年
十
二
。
神
祖
、
其
の
幼
を
以
て
重
吉
の
弟
権
藏

重
俊
を
し
て
其
の
衆
を
代
統
せ
し
む
。
松

栄

紀

事

・

諸

士

伝

略

、

重

好

後

称

石

見

守

、

事

水

戸

威

公
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四
月
、
基
胤
降
を
乞
ふ
。
神
祖
、
之
を
聴
き
采
邑
を
故 も

と

の
如
く
に
給
ふ
。
年

譜
・
家

忠

日

記
・
松

栄

紀

事

基

胤
の
臣
中
安
兵
部
・
権
田
織
部
を
召
し

庵
（
麾
）

下
に
仕
へ
し
む
。
松

栄

紀

事

今
川
氏
真
猶
ほ
狐
疑
を
懐

き
懸
川
城
に
在
り
。
奥
平
貞
能
・
其
の
子
九
八
郎
信
昌

後

為

美

作

守

小
倉
資
久
を
説
き
神
祖
の
誓

書
を
齎 そ

ろ

へ
城
に
抵 い

た

す
。
氏
真
意
解
す
。

五
月
六
日
、
懸
塚
浦
よ
り
船
を
浮
べ
て
去
り
相
州
小
田
原
に
往
く
。
代

々

記

、

正

月

二

十

三

日

と

作

す

。

蓋

し

懸

川

城

を

攻

む

る

の

日

に

拠

り

て

終

に

之

と

言

ふ

な

り

。

今

家

忠

日

記

・

徳

川

歴

代

・

松

栄

紀

事

に

従

ふ

北
條
氏
康
、
其
の

婦
の
翁
な
り
。
兵
を
遣
は
し
之
を
迎
ふ
。
神
祖
、
松
平
家
忠
を
し
て
護
送
せ
し
む
。
伊
豆
戸
倉

に
至
り
て
還
る
。
家

忠

紀

伊

守

家

廣

の

子

。

上

文

に

見

ゆ

。

家

廣

卒

し

紀

伊

守

を

襲

称

す

。

徳

川

記

、

若

狭

守

と

作

す

。

徳

川

歴

代

、

若

狭

守

康

信

と

作

す

。

大

い

に

誤

り

な

り

。

今

家

忠

日

記

・

松

栄

紀

事

に

従

ふ

。

雑

録

、

今

川

義

元

、

氏

眞

を

戒

め

略

を

書

き

て

曰

は

く
「

今

汝

の

年

既

に

長

じ

て

成

人

の

度

に

循そ

は

ず
（

大

人

の

考

え

が

な

い

）
。
徒

ら

に

闘

鶏

走

狗

を

愛

し

日

に

児

童

の

嬉

を

為

し

、
学

文

せ

ず

武

を

講

ぜ

ず

将

士

に

親

ま

ず

軍

旅

に

習

は

ず

、

其

の

喪

邦

覆

宗

（

邦

を

失

い

一

族

を

亡

ぼ

す

）

は

必

な

り

」

と

。

言

甚

だ

剴

切

が

い

せ

つ

（

ぴ

っ

た

り

当

て

は

ま

る

）

周

摯

し

ゅ

う

し

（

充

分

よ

く

い

た

る

）

な

り

。

此

に

至

り

其

の

言

皆

験
あ
き
ら

か

な

り

。

其

の

年

月

に

攻

む

れ

ば

則

ち

天

文

二

十

二
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年

二

月

な

り

氏
康
、
朝
比
奈
泰
能
の
終
始

貳
ふ
た
ご
こ
ろ

無
く
忠
を
尽
く
す
を
称 ほ

む
。
氏
真
以
為
ら
く
、
人

臣
の
法
善
く
之
に
遇
ふ
と
。
創

業

記

二
十
二
日
、
神
祖
、
懸
川
城
を
石
川
家
成
に
賜
ひ
之
を
守
ら
し
む
。
是
に
先
ん
じ
神
祖
、
三
河

の
将
士
を
中
分
し
二
と
為 な

す
。
酒
井
忠
次
・
石
川
家
成
を
以
て
旗
頭
と
為
す
。
西
三
河
の
諸
将

松
平
左
近
眞
乗

和

泉

守

親

乗

子

・
松
平
三
蔵
・
島
田
平
蔵
・
松
平
信
一
・
松
平
宮
内
・
酒
井
正
親
・

内
藤
金
一
郎

松

栄

紀

事

、

喜

一

郎

と

作

す

。

按

ず

る

に

諸

士

伝

略

、

弥

次

右

衛

門

家

長

初

め

金

一

郎

と

称

す

。

諸

書

喜

一

郎

と

作

す

は

誤

り

。

今

之

に

拠

り

之

を

訂

す

・
平
岩
親
吉
・
鈴
木
喜
三
郎
・
小
原
越
中
守
等
家
成
に
属
す
。
東
三

河
の
諸
将
松
平
親
次
・
松
平
内
膳

松

家

紀

事

。
本

書

名

闕

く

。
按

ず

る

に

与

一

郎

忠

正

の

子

な

り

。
家

廣

、
内

膳

と

称

す

。

是

の

時

尚

ほ

幼

し

。

其

の

余

称

す

る

無

し

。

内

膳

は

未

詳

・
松
平
源
七
郎
・
松
平
又
八
郎

按

ず

る

に

松

平

伊

忠

・

家

忠

父

子

並

び

又

八

郎

と

称

す

。
未

だ

誰

た

る

を

知

ら

ず

・
松
平
清
宗
・
松
平
家
忠
・
松
平
弥
九
郎
景
忠

外

記

忠

次

子

・

設
楽
甚
三
郎
・
菅
沼
定
盈
・
西
郷
新
大
郎
・
松
平
丹
波

按

ず

る

に

松

平

系

図

、

此

の

時

丹

波

と

称

す

る

者

無

し

。

戸

田

虎

千

代

、

松

平

氏

を

賜

ふ

。

上

文

に

在

り

。

長

じ

て

丹

波

守

に

任

ぜ

ら

る

。

蓋

し

追

て

之

を

書

く

な

り

・
奥
平
貞
能
・
牧
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野
新
二
郎

新

二

郎

咸

定

九

年

卒

す

。
上

文

に

在

り

。
蓋

し

其

の

子

右

馬

允

康

成

亦

新

二

郎

を

襲

称

す

。
此

の

書

其

の

初

称

な

り

・

鵜
殿
八
郎
三
郎
等
忠
次
に
属
す
。
按

ず

る

に

鵜

殿

八

郎

三

郎

康

定

七

年

正

満

寺

に

戦

死

す

。
蓋

し

其

の

子

な

り

。
今

考

す

る

所

無

し

懸
川
城
を
家
成
に
賜
ふ
に
及
び
、
旗
頭
職
を
其
の
姪
数
正
に
命
ず
。
松

栄

紀

事

、

姪

、

兄

と

作

す

は

誤

り

。

今

之

を

訂

す

而
し
て
家
成
及
び
大
久
保
忠
世
・
大
須
賀
康
高
・
松
平
忠
次
、
両
族
に
属
さ
ず

常
に
遊
軍
た
り
。
本
多
廣
孝
・
本
多
忠
勝
・
鳥
居
元
忠
・
榊
原
康
政
麾
下
に
護
衛
す
。
松

栄

紀

事

神

祖
既
に
遠
江
を
得
る
。

是
の
月
五
六
百
騎
を
率
ゐ
郡
県
を
按
行
す
（

巡

検

す

る

）
。
武
田
信
玄
の
将
山
縣
昌
景
駿
府
に
在
り
。

三
千
余
騎
を
帥 ひ

き

ゐ

遇
た
ま
た
ま

金
谷
路
に
神
祖
に
遇 あ

ふ
。
下
馬
し
拝
謁
す
。
神
祖
の
兵
の
寡
き
を
見
心
動

く
。
事
を
忿 ふ

ん

（

急

激

な

怒

り

）

言
に
託
し
（

か

こ

つ

け

る

）

急
ぎ
之
を
襲
は
ん
と
欲
す
。
神
祖
之
を
覚 さ

と

り
兵

を
退 ひ

く

こ
と
五
六
町
ば
か
り
。
険
隘
に
拠
り
之
を
拒
ぐ
。
前
進
す
る
者
七
八
騎
を
斬
る
。
昌
景
利

あ
ら
ざ
る
を
知
り
引
き
去
る
。
時
の
人
謂
は
く
「
信
玄
与
国
の
交
を
為 な

す
に
未
だ

幾
い
く
ば
く

な
ら
ず
、

約
に
倍 そ

む

く
。
曲
（

ま

ち

が

い

）

は
昌
景
に
在
り
」
と
。
信
玄
之
を
聞
き
世
人
の

譏
そ
し
り

を
憚
り
譴
責
を
議
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す
。
昌
景
の
将
佐
厚
宥
を
請
ふ
。
乃
ち
之
を
釈 ゆ

る

す
。
年

譜

・

創

業

記

・

家

忠

日

記

・

徳

川

記

・

松

栄

紀

事

是
に

由
り
神
祖
、
信
玄
と
絶
つ
。
甲
州
の
兵
の
懸
川
城
を
窺
ふ
を
聞
き
、
松
平
清
宗
を
し
て
石
川
家

成
を
援 た

す

け
し
む
。
清
宗
、
家
成
の
女
婿
な
り
。
故
に
之
を
清
宗
に
命
じ
西
坂
塩
井
原
の
砦
を
守

ら
し
む
。
其
の
要
路
を
扼
し
戦
功
有
り
。
西

阪

或

は

新

阪

・

日

阪

と

作

す

。

今

秦

湘

行

記

に

従

ふ

神
祖
之
を
褒

め
遠
州
三
邑
を
賜
ふ
。
北
條
氏
康
、
薩
埵
山
に
屯
し
日
に
信
玄
と
挑
戦
す
。
神
祖
、
其
の
虚
に

乗
じ
兵
を
駿
府
に
発
し
城
を
攻
む
。
山
縣
昌
景
守
る
能
は
ず
城
を
棄
て
走
る
。
按

ず

る

に

去

年

十

二

月

、

信

玄

府

を

焼

く

。

城

悉

く

焦

土

と

為

る

。

蓋

し

其

の

後

舎

館

を

仮

設

し

昌

景

を

し

て

之

を

守

ら

し

む

る

な

り

信
玄
以
為
ら
く
、

前
に
小
田
原
の
兵
有
り
、
後
に
岡
崎
の
軍
有
り
、
前
後
に
敵
を
受
け
進
退
必
ず
危
し
と
。
兵
を

引
き
甲
府
に
還
る
。
氏
康
亦
諸
将
を
し
て
蒲
原
・
大
宮
・
新
田
・
善
徳
寺
・
興
国
寺
・
中
窪
・

韮
山
・
新
條
・
深
沢
・
山
中
等
十
余
城
を
守
ら
し
め
小
田
原
に
還
る
。
神
祖
氏
康
と
、
氏
真
を

駿
府
に
納
む
る
を
議
る
。
然
る
に
城
郭
灰
燼
し
て
税
駕
す
る
（

宿

す

）

に
地
無
し
。
故
に
氏
真
戸
倉

城
に
在
り
。
岡
部
正
綱
及
び
弟
治
部
右
衛
門
を
し
て
府
城
を
修
築
せ
し
む
。
家

忠

日

記

・

松

栄

紀

事
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六
月
、
神
祖
、
兵
を
発
し
遠
州
天
方
城
を
攻
む
。
榊
原
康
政
前
鋒
と
し
て
郭
門
を
攻
め
破
り
第

二
城
に
進
入
す
。
天
野
康
景
敵
を
撃
ち
創
せ
ら
る
。
大
久
保
忠
鄰
力
戦
し
功
有
り
。
城
主
山
内

山
城
降
を
乞
ふ
。
神
祖
之
を
聴
き
飯
田
城
に
進
攻
し
之
を
抜
き
守
将
山
内
大
和
を
斬
る
。
年

譜

・

創

業

記

・

家

忠

日

記

・

松

栄

紀

事

八
月
、
久
能
宗
能
の
功
を
賞
め
、
嚮 さ

き

に
没
す
る
所
の
反
党
宗
族
の
旧
邑
を
賜
ふ
。
武
田
信
玄
憤

る
。
山
縣
昌
景
駿
府
に
敗
れ
再
び
之
を
得
ん
と
欲
す
。

九
月
、
信
玄
大
い
に
兵
を
発
し
先
に
小
田
原
城
を
攻
む
。
神
祖
、
松
平
眞
乗
を
し
て
懸
川
城
を

援
け
し
む
。

十
月
、
信
玄
兵
を
収
め
甲
府
に
還
る
。
氏
康
の
兵
と
相
州
三
増
に
戦
ふ
。
之
を
敗
り
駿
河
・
伊

豆
数
城
を
攻
め
之
を
抜
く
。
氏
康
の
諸
将
、
信
玄
の
、
相
州
を
寇
む
る
を
聞
き
、
各
守
る
所
の

城
寨
を
棄
て
小
田
原
に
帰
り
之
を
拒
が
ん
と
欲
す
。
独
り
北
條
新
三
郎
氏
時
新

九

郎

長

氏

孫

幼

庵

子

の

み
蒲
原
城
を
守
り
去
ら
ず
。
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十
一
月
、
信
玄
又
甲
府
を
発
し
駿
豆
の
地
を
徇 め

ぐ

り
軍
声
大
い
に
振
ふ
。

十
二
月
、
駿
府
城
を
攻
め
ん
と
欲
し
蒲
原
城
を
過
ぐ
。
氏
時
之
と
戦
ひ
敗
死
す
。
信
玄
駿
府
城

に
進
攻
す
。
岡
部
正
綱
堅
守
し
下
ら
ず
。
信
玄

啗
く
ら
わ

す
に
重
き
利
を
以
て
し
之
を
誘
ふ
。
正
綱
之

を
信
じ
て
降
る
。
信
玄
又
府
城
を
取
り
兵
を
分
け
榛
原
郡
小
山
城
に
拠
る
。
神
祖
、
兵
を
率
ゐ

之
を
攻
む
。
松
平
眞
乗
の
戦
功
を
賞
め
禄
と
し
て
小
山
八
邑
、
吉
永
・
西
嶋
・
幸
玉
・
藤
窪
・

星
窪
・
山
川
・
舟
市
・
山
梨
の
二
千
貫
地
を
賜
ふ
。
家

忠

日

記

・

松

栄

紀

事

・

諸

士

伝

略

是
に
先
ん
じ
松

平
康
俊
甲
府
に
拘
幽
せ
ら
る
（

閉

じ

込

め

ら

れ

る

）
。
是
の
月
伊
賀
の
諜
伴
中
務
を
以
て
計
ら
し
む
。
大

風
雪
夜
、
酔
ひ
飽
き
守
る
者
其
の
怠
を
伺
ひ
、
険
を
冒
し
岡
崎
に
逃
げ
帰
る
。
雪
を
踏
み
皸 く

ん

（

ひ

び

、

あ

か

ぎ

れ

）

瘃
ち
ょ
く

（

し

も

や

け

）

し
足
指
皆
堕
つ
。
家

忠

日

記

・

松

栄

紀

事

・

徳

川

歴

代

並

奥

（

マ

マ

）

年

月

、

年

譜

附

尾

係

年

月

。

蓋

し

信

玄

駿

府

に

出

陣

し

其

の

間

に

乗

じ

て

逃

げ

帰

る

な

り

。

今

之

に

従

ふ

烈
祖
成
績
巻
之
二
終


